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第
六
章 

 
 

戦
国
期
に
お
け
る
宗
像
大
宮
司
の
動
向 

  

は
じ
め
に 

  

筑
前
国
に
鎮
座
す
る
宗
像
社
は
、
田
心
姫
神
を
祀
る
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
の
沖
津
宮
、
湍
津
姫
神
を
祀
る
大
島
の
中
津
宮
、
そ
し
て
玄
界
灘
に
流
れ
る
釣
川
西

岸
の
田
島
の
市
杵
島
姫
神
を
祀
る
辺
津
宮
の
三
社
を
総
称
す
る
神
社
で
あ
る
が
、
こ
の
宗
像
社
を
長
き
に
渡
り
統
治
を
し
て
い
た
の
が
、
宗
像
大
宮
司
で
あ
る
。
宗
像

大
宮
司
は
、
祭
祀
を
司
る
社
職
で
あ
り
な
が
ら
、
筑
前
宗
像
郡
を
基
盤
と
し
た
領
主
で
も
あ
っ
た
。
鎌
倉
・
室
町
期
に
は
御
家
人
と
し
て
、
中
央
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、

応
仁
の
乱
以
降
に
な
る
と
、
西
国
の
大
名
大
内
氏
の
庇
護
の
も
と
、
そ
の
社
領
経
営
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
戦
国
も
後
期
に
入
り
、
大
内
氏
が
滅
亡
す
る
と

筑
前
は
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
覇
権
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
動
乱
の
中
、
大
宮
司
と
し
て
宗
像
社
と
そ
の
社
領
を
護
る
た
め
東
奔
西
走
し
た
の

が
、
第
八
十
代
大
宮
司
宗
像
氏
貞
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
戦
国
期
も
終
焉
を
迎
え
る
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
、
大
宮
司
宗
像
氏
貞
は
こ
の
世
を
去
り
、
宗
像
大
宮

司
家
は
断
絶
を
し
て
し
ま
う
。
さ
て
、
宗
像
大
宮
司
職
は
「
子
々
孫
々
相
伝
の
領
掌
」
と
し
て
代
々
社
務
職
を
継
承
し
て
き
た
１

。
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
は
大
宮
司
家

の
在
地
領
主
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
八
月
の
源
頼
朝
が
後
白
河
法
皇
に
出
し
た
請
文
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
２

。 

 

宗
像
社
事
、
故
盛
俊
之
知
行
也
、
可
令
没
沒
官
之
条
勿
論
候
歟
、
雖
須
令
下
地
頭
候
、
依
仰
令
止
其
儀
候
畢
、
且
氏
實
重
代
人
仁

候
、 

如
本
可
令
安
堵
候
也
、
道
理
候
波
牟

事
波

雖
不
申
候
、
依
御
計
、
尤
御
裁
許
可
候
歟
、
以
此
旨
可
令
披
露
給
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

 

平
家
滅
亡
後
、
没
官
の
地
と
な
っ
た
宗
像
社
に
は
地
頭
が
置
か
れ
ず
、
時
の
大
宮
司
氏
實
を
「
重
代
人
」
と
し
て
、
そ
の
所
職
所
領
が
安
堵
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
島
鉦
作
氏
は
、
宗
像
大
宮
司
家
が
源
氏
の
御
家
人
と
な
る
こ
と
で
、
祭
祀
を
奉
仕
す
る
神
官
で
あ
る
と
共
に
、
武
家
と
し
て
領
主
権
と
検
断
権
を
併
せ
持
つ
在
地
領

主
と
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
３

。
ま
た
石
井
進
氏
は
、
宗
像
大
宮
司
の
性
格
に
つ
い
て
、
荘
園
と
し
て
の
宗
像
社
の
推
移
と
そ
の
特
質
の
分
析
の
中
で
、
十
三

世
紀
中
頃
か
ら
名
主
層
の
下
部
に
い
た
農
民
の
成
長
を
受
け
、
彼
ら
を
封
建
関
係
に
組
織
化
し
て
い
く
在
地
領
主
と
し
て
の
成
長
を
論
じ
て
い
る
。
４

正
木
喜
三
郎
氏
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は
、
宗
像
大
宮
司
が
在
地
領
主
と
同
時
に
「
雑
々
執
行
之
長
」
と
さ
れ
、
宗
像
社
の
神
官
・
社
僧
を
支
配
す
る
と
い
う
「
神
官
領
主
」
と
し
て
宗
像
の
宗
教
的
支
配
の

頂
点
に
あ
る
存
在
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
５

安
達
直
哉
氏
は
、
鎌
倉
中
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
在
地
構
造
の
変
化
と
そ
の
対
応
の
先
に
、
大
宮
司
職
が
神
事
系

統
の
祭
祀
権
と
所
領
所
職
支
配
権
に
分
化
し
、
そ
れ
が
お
互
い
に
補
完
す
る
関
係
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
６

河
窪
奈
津
子
氏
は
、
宗
像
大
宮
司
の
社
領
支
配
に

は
祭
祀
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
「
神
官
領
主
」
と
し
て
の
特
殊
性
を
活
か
し
て
い
た
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
７

ま
た
金
沢
正
大
氏
は
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
起

こ
っ
た
宝
治
合
戦
に
よ
り
三
浦
泰
村
一
族
が
滅
亡
す
る
こ
と
で
、
東
国
御
家
人
進
出
に
よ
る
社
家
の
在
地
支
配
の
動
揺
が
解
消
し
、
大
宮
司
職
の
嫡
子
相
続
が
承
認
さ

れ
、
在
地
領
主
宗
像
社
家
が
「
総
領
制
下
」
を
歩
む
こ
と
を
時
の
大
宮
司
氏
業
の
功
績
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
８

さ
ら
に
中
村
翼
氏
は
、
宝
治
合
戦
後
の
宗
像
社
の

再
編
に
際
し
、
氏
業
が
幕
府
と
の
関
係
を
利
用
し
、
社
家
の
主
導
権
奪
取
と
そ
の
正
当
化
と
安
定
化
を
図
っ
て
い
っ
た
契
機
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
９ 

こ
の
よ
う
に
宗
像
大
宮
司
の
在
地
領
主
と
い
う
側
面
か
ら
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
像
大
宮
司
の
核
と
な
す
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
神
官
領
主
」

と
い
う
一
語
に
集
約
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
官
＝
聖
的
性
格
、
領
主
＝
俗
的
性
格
の
両
方
を
大
宮
司
は
保
持
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
承
久

の
乱
が
契
機
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
祭
祀
者
と
所
領
所
職
者
に
分
割
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
戦
国
期
に
い
た
っ
て
は
、
大
内
義
興
・
義
隆
父
子
に
よ

っ
て
そ
の
相
続
が
分
割
ま
た
一
統
さ
れ
る
干
渉
を
受
け
る
。
大
宮
司
の
性
格
は
長
い
歴
史
を
経
る
中
で
、
変
化
変
容
を
し
て
い
く
こ
と
は
至
極
当
然
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
祭
祀
を
司
る
役
目
と
し
て
、
宗
像
の
地
を
守
る
役
目
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
き
た
か
を
、
歴
々
の
大
宮
司
の
足
跡
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
、

宗
像
大
宮
司
を
さ
ら
に
理
解
す
る
一
端
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
近
年
、
桑
田
和
明
氏
が
戦
国
期
の
宗
像
氏
に
関
し
て
詳
細
な
る
論
功
を
ま
と
め
ら
れ
１
０

、
ま
た

『
宗
像
大
社
文
書
』
や
『
宗
像
市
史
』
に
よ
り
史
料
が
体
系
的
に
編
纂
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
研
究
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
「
子
々
孫
々
相
伝
の
領
掌
」
と
し
て
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
大
宮
司
家
の
動
向
を
探
っ
て
み
た
い
。 

  

一
、
鎌
倉
期
に
起
き
る
大
宮
司
の
持
つ
社
務
職
の
分
割 

  

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
、
戦
国
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
応
仁
の
乱
が
勃
発
し
た
頃
の
宗
像
大
宮
司
は
、
第
六
十
八
代
氏
郷
で
あ
る
。
こ
の
氏
郷
に
つ
い
て
、
「
訂

正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
１
１

で
は
、
「
氏
郷
守
宗
像
之
武
領
、
不
任
社
務
職
之
處
、
舎
弟
氏
弘
氏
正
早
世
、
氏
俊
無
嗣
子
、
氏
郷
依
為
嫡
流
、
氏
俊
為
養
子
、
相
続
本

家
、
長
禄
戊
寅
二
年
六
月
十
一
日
入
社
」
と
あ
る
。
氏
郷
の
実
父
は
第
六
十
一
・
六
十
三
代
氏
信
１
２

で
あ
る
が
、
大
宮
司
氏
俊
（
六
十
二
・
六
十
五
代
）
の
子
ら
で
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あ
る
氏
弘
（
六
十
六
代
）
と
氏
正
（
六
十
七
代
）
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
た
め
に
、
氏
郷
が
氏
俊
の
養
子
と
な
り
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
第
六
十
八
代
大
宮

司
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
お
け
る
大
宮
司
職
の
継
承
表
現
と
し
て
は
、
「
讓
社
務
職
」
、
「
讓
社
務
職
幷
本
家
」
、
「
社
務

職
幷
所
職
所
領
讓
」
、
「
社
務
職
幷
社
領
武
領
等
之
讓
」
と
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね
大
宮
司
が
総
て
の
権
限
を
継
承
す
る
姿
は
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ

う
に
「
氏
郷
守
宗
像
之
武
領
、
不
任
社
務
職
之
處
」
と
、
大
宮
司
の
職
掌
が
分
け
ら
れ
る
起
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
、
時
代

は
遡
る
が
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
【
史
料
一
】
と
し
て
宗
像
氏
國
讓
状
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。 

  

【
史
料
一 

宗
像
氏
國
讓
狀
案
】
１
３ 

讓＼

与 

宗
像
宮
大
宮
司
軄
事 

 
 
 

權
大
宮
司
宗
像
氏
昌 

右
、
件
軄
者
、
以
故
氏
高
朝
臣
爲
尊
者
、
彼
子
息
氏
季
、
次
氏
久
、
次
氏
信
、
次
氏
實
、
次
氏
國
、
爲
六
代
相
傳
、
所
令 

社
務
執
行
也
、
因
玆
氏
國
存
生
之
時
、
云
宮
司
軄
云
田
畠
等
、
限
永
年
所
令
讓
与
于
息
男
氏
昌
也
、
令
讓
与
之
意
趣
者
、 

氏
國
爲
令
遂
上
洛
、
雖
爲
存
日
、
所
令
譲
与
也
、
但
氏
國
存
生
之
間
者
、
於
氏
昌
者
、
取
御
幣
可
相
叶
神
事
也
、
至
于
御 

年
貢
已
下
公
事
雑
役
沙
汰
者
、
氏
國
可
致
其
沙
汰
也
、
但
於
本
公
驗
文
書
等
者
、
氏
國
閇
眼
之
刻
可
渡
之
、
仍
爲
備
氏
人 

向
後
將
來
龜
鏡
、
所
令
讓
与
如
件
、 

 
 
 
 

承
久
三
年
辛大

巳歳

七
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
宮
司
宗
像
朝
臣 

在
判 

 

こ
れ
に
は
、
第
四
十
二
代
大
宮
司
宗
像
氏
國
１
４

が
承
久
の
乱
に
際
し
て
、
上
洛
を
す
る
た
め
に
權
大
宮
司
１
５

で
あ
る
氏
昌
に
大
宮
司
職
を
譲
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
「
但
氏
國
存
生
之
間
者
、
於
氏
昌
者
、
取
御
幣
可
相
叶
神
事
也
」
と
し
て
、
氏
國
の
生
存
中
に
か
ぎ
り
、
氏
昌
は
神
事
の
み
を
行
う
こ
と
と
限
定
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
宗
像
神
社
史
』
で
は
、
「
大
宮
司
の
有
す
る
司
祭
権
と
社
領
の
領
知
権
と
は
、
臨
時
に
氏
昌
と
氏
國
と
が
分
割
し
て
、
こ
れ
を
行
使
し

た
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
１
６

こ
れ
に
よ
り
、
宗
像
大
宮
司
の
持
つ
職
掌
の
分
割
が
可
能
で
あ
る
前
例
が
で
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
仍
爲
備
氏
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〻
〻
〻 

人
向
後
將
來
龜
鏡
、
所
令
讓
与
如
件
」
と
、
氏
人
等
の
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
も
、
本
公
験
・
文
書
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
氏
國
の
譲
状
に

関
し
て
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
六
月
十
八
日
付
「
大
宮
司
長
氏
證
文
注
進
状
」
（
【
史
料
二
】
・
【
史
料
三
】
）
で
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

【
史
料
二 

宗
像
長
氏
證
文
注
進
状
案
】
１
７ 

（
前
略
） 

一
通 

氏
國
讓
状 
承
久
三
年
七
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 

當
社
務
間
者
、
不
出
闕
外
上
、
式
日
・
臨
時
禮
奠
相
續
、
爰
氏
國
為
遂
上
洛
、
氏
昌
執
御
幣
、 

可
叶
神
事
、
於
御
年
貢
以
下
御
公
事
・
雑
役
者
、
氏
國
可
致
其
沙
汰
、
至
本
公
驗
・
文
書
等 

者
、
閉
眼
刻
、
可
渡
由
事
、 

 

仍
氏
國
遂
上
洛
、
參
關
東
、
承
久
三
年
給
二
位
家
御
教
書
、
貞
應
元
年
所
預
右
大

二

位

臣
家
御
下
文
也
、 

（
後
略
） 

 

大
宮
司
在
任
中
は
「
不
出
闕
外
上
」
と
し
て
、
あ
る
程
度
の
行
動
範
囲
の
制
限
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
闕
外
」
の
範
囲
を
宗
像
の
地
と
限
定
的

に
考
え
て
良
い
の
か
、
祭
祀
に
支
障
が
無
い
程
度
の
範
囲
な
の
か
を
は
っ
き
り
線
引
き
す
る
こ
と
は
困
難
か
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
宗
像
を
大
き
く
離
れ
る
場
合

に
は
祭
祀
者
の
身
分
か
ら
離
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
注
進
状
の
末
文
に
は
、
こ
の
よ
う
に
も
あ
る
。 

  

【
史
料
三 

宗
像
長
氏
證
文
注
進
状
案
】 

（
前
略
） 

長
氏
帶 

 

右
大
將
家
御
判
御
消
息
以
下
代
々
御
下
文
・
御
下
知
・
御
教
書
等
、
為
重
代
御
家
人
、
補
大
宮 
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司
職
、
一
事
以
上
執
行
社
務
之
間
、
且
専
神
祭
、
致
御
祈
祷
、
毎
年
所
令
進
上
御
巻
數
也
、
仍
證
文
注
進
目 

録
如
件
、 

 
 
 
 

文
永
十
一
年
六
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 

大
宮
司
宗
像
長
氏 

 
 
 
 
 
 

「
宗
像
直

（
裏
書
）

人
等
六
人
加
判
」 

  

大
宮
司
の
職
責
と
し
て
、
「
一
事
以
上
執
行
社
務
之
間
、
且
専
神
祭
、
致
御
祈
祷
」

と
あ
り
、
在
任
中
の
神
事
斎
行
を
専
一
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
神
事
を
懈
怠

無
く
行
っ
て
い
く
に
は
、
ま
さ
し
く
宗
像
の
地
を
離
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
は
了
解
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
河
窪
奈
津
子
氏
は
、
宗
像
大
宮
司
の
領
主

性
の
観
点
か
ら
、
中
世
の
宗
像
社
領
の
支
配
に
関
し
て
、
「
大
宮
司
長
氏
證
文
注
進
状
案
」
に
示
さ
れ
る
「
宗
像
社
領
分
」
の
内
、
「
本
神
領
宮
方
」
（
以
後
宮
方
）

に
注
目
し
、
宮
方
が
神
事
用
途
米
を
立
用
で
き
る
神
事
用
途
料
所
と
し
て
庄
園
領
主
か
ら
大
宮
司
に
よ
る
支
配
を
容
認
さ
れ
た
も
の
と
し
、
「
庄
園
領
主
は
、
神
事
を

滞
り
な
く
執
り
行
う
た
め
に
、
宮
方
に
お
け
る
神
事
米
立
用
を
認
め
、
宗
像
氏
に
と
っ
て
は
、
神
事
を
テ
コ
と
し
て
領
主
権
の
拡
大
‐
大
宮
司
一
円
支
配
を
実
現
し
た
」

と
ま
と
め
、
「
宗
像
社
は
、
神
官
領
主
と
し
て
の
特
殊
性
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
領
支
配
を
確
固
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
宗
像
大
宮
司
は

奉
斎
者
で
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
宮
司
に
よ
る
神
事
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
１
８

ま
た
、
安
達
直
哉
氏
も
大
宮
司
支
配
を
受
け
る
「
宮
方
」
に
対
し
、
土

地
支
配
に
関
与
で
き
な
い
「
宗
像
社
領
分
」
の
「
別
符
方
」
と
「
半
不
輸
内
当
知
行
分
」
に
お
い
て
は
、
百
姓
ら
に
社
役
を
課
す
こ
と
で
神
事
を
通
し
て
、
人
的
支
配

を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
事
・
祭
祀
を
怠
る
こ
と
は
、
社
領
支
配
に
大
き
く
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
１
９ 

  

二
、
大
宮
司
職
掌
分
割
の
意
義 

   

前
節
の
通
り
、
大
宮
司
の
職
に
就
い
て
い
る
間
は
、
宗
像
の
地
に
身
を
置
く
こ
と
が
要
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
は
大
宮
司
の
身
分
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 
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【
史
料
四 

関
東
御
教
書
】
２
０ 

 

宗
像

（
筑
前
）

社
大
宮
司
事 

 
 

右
氏
國
、
任
相
傳
道
理
、
且
蒙
故
大
將
家
御
下
知
、
年
來
執
行
社
務
之
處
、
去
々
年
不
慮
之
外
窂
籠
出
來
之
間
、
殊
令
經 

院
奏
、 

早
可
還
補
本
軄
之
由
、
所
召
給
領
家
請
文
也
、
仍
給
身
暇
歸
國
、
於
今
者
、
任
舊
一
事
以
上
、
無
相
違
可
執
行
社
務
也
、
可
令
下 

知
此
旨
之
狀
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
執
達
如
件
、 

 
 
 
 

健
保
五
年
七
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

信
濃
守
藤
原

（
行
光
）

（
花
押
）
奉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

圖
書
允
清
原

（
清
定
）

（
花
押
） 

大
宰
少
貳
殿

（
武
藤
資
賴
） 

「
逐＼

仰
、 

 
 

相
副
國
雑
色
元
吉
所
被
遣
也
、
可
令
存
此
旨
者
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

清
定
在
判
奉

」 

  

【
史
料
五 

関
東
下
知
状
】
２
１ 

 

宗
像

（
筑
前
）

社
大
宮
司
軄
事 

 
 

右
、
件
軄
氏
國

（
宗
像
）

相
傳
之
上
、
蒙
故
右
大
將
家
御
下
知
、
年
來
執
行
社
務
之
處
、
去
建
保
三
年
爲
其
時
領
家
按
察
家

（
藤
原
光
家
）

被
致
濫
妨
之
刻
、 

爲
故
右
大
臣

（

源

實

朝

）

家
御
沙
汰
、
令
經
院
奏
、
被
還
補
畢
、
今
爲
御
代
始
參
向
、
給
身
暇
所
令
歸
國
也
、
任
先
御
成
敗
、
無
相
違
可
令
安
堵 

之
狀
、
依
仰
下
知
如
件
、 
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貞
應
元
年
七
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
奥
守
平

（
北
条
義
時
）

（
花
押
） 

 

右
に
掲
げ
た
承
久
三
年
か
ら
更
に
遡
る
【
史
料
四
】
の
健
保
五
年
（
一
二
一
七
）
七
月
廿
四
日
付
関
東
御
教
書
で
は
、「
去
々
年
不
慮
之
外
牢
籠
出
来
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
起
き
た
「
不
慮
」
と
は
【
史
料
五
】
に
よ
る
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
の
「
按
察
家
被
致
濫
妨
之
刻
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
氏
國
は
領
家

職
に
あ
っ
た
藤
原
光
親
に
よ
り
大
宮
司
職
を
追
わ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
２
２

。
彼
が
そ
の
職
の
還
補
を
求
め
、
上
洛
が
で
き
た
の
も
大
宮
司
の
職
か
ら
離

れ
て
い
た
か
ら
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
【
史
料
五
】
に
あ
る
よ
う
に
承
久
の
乱
後
、
再
び
大
宮
司
に
還
補
さ
れ
る
や
、
社
務
の
た
め
に
帰
国
を
す
る
こ
と
に
も
理

解
を
得
ら
れ
よ
う
。
２
３ 

そ
れ
を
踏
ま
え
、
承
久
の
乱
で
の
氏
國
の
行
動
に
戻
る
が
、
第
一
節
【
史
料
二
】
に
は
、「
爰
氏
國
為
遂
上
洛
、
氏
昌
執
御
幣
、
可
叶
神
事
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

大
宮
司
の
身
分
の
ま
ま
上
洛
す
る
こ
と
は
神
事
祭
礼
を
懈
怠
す
る
こ
と
に
な
る
が
ゆ
え
に
、
祭
祀
権
の
み
を
譲
る
こ
と
で
、
そ
の
制
約
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉
方
に
与
し
た
氏
國
は
、
承
久
の
乱
後
、
再
び
大
宮
司
に
還
補
さ
れ
る
こ
と
で
宗
像
へ
と
帰
国
す
る
の
で
あ
る
。
宗
像
の
地
に
い
る
こ
と

が
祭
祀
者
と
し
て
の
大
宮
司
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
担
保
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
末
期
も
し
く
は
南
北
朝
初
期
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
宗
像
大
菩
薩
御
縁

起
』
の
「
一
、
宗
像
三
所
大
菩
薩
仁
御
遷
座
事
」
の
項
で
は
、「
為
示
吾
宗
大
神
之
居
、
號
始
此
所
於
宗
像
畢
、
早
氏
男
之
屋
敷
仁

造
社
、
可
崇
吾
、
以
汝
開
發
田
、
為

當
社
領
、
而
可
致
祭
祀
、
卽
以
汝
垂
迹
以
來
為
氏
人
、
致
子
々
孫
々
、
可
執
行
社
務
、
執
印
者
任
相
傳
之
理
、
社
務
者
不
可
有
他
家
之
望
、
若
背
此
旨
者
、
吾
必
去
社
」

と
あ
る
。
こ
の
大
菩
薩
御
縁
起
は
、
宗
像
氏
が
奉
斎
す
る
宗
像
神
の
由
緒
と
宗
像
氏
が
太
古
よ
り
大
宮
司
と
し
て
「
子
々
孫
々
」
綿
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
主

題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
宮
司
ら
に
よ
る
新
田
開
発
の
正
当
性
と
そ
の
社
領
形
成
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
大
宮
司
が
宗
像
神
を
奉
斎
し
、

神
事
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
も
説
か
れ
て
い
る
。
２
４ 

 

  

【
史
料
六 

宗
像
氏
業
所
職
讓
狀
案
】
２
５ 

 

讓＼

与 

宗
像
宮
大
宮
司
軄
事 

 
 
 

權
大
宮
司
宗
像
長
氏 
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右
、
大
宮
司
者
、
當
神
御
垂
迹
以
來
、
重
代
相
傳
所
軄
也
、
就
中
、
祖
父
氏
實
朝
臣
給
關
東 

右
大
將
家

（

源

頼

朝

）

御
判
御
書
、
養
父 

氏
國
帶 

右
大
臣
家

（

源

實

朝

）

御
下
知
、
幷
二
位
家
御

（
北
条
政
子
）

下
文
、
如
此
代
々
云
地
頭
、
云
儉
斷
、
依
被
付
社
家
、
一
事
以
上
執
行
社
務
、 

其
後
氏
國
爲
遂
上
洛
、
去
承
久
三
年
雖
令
讓
執
幣
役
於
氏
昌
、
至
本
印
以
下
所
軄
所
領
者
、
寛
喜
三
年
以
氏
國
自
筆
後
判
之 

狀
、
讓
給
氏
業
之
間
、
最
明
寺
殿

（
北
条
時
賴
）

御
代
建
長
二
年
氏
業
蒙
御
成
敗
、
所
令
安
堵
也
、
而
依
致
奉
公
官
仕
之
忠
、
不
得
治
務
在 

國
之
隙
、
然
者
、
本
印
幷
重
書
等
、
悉
讓
与
嫡
男
長
氏
、
子
々
孫
々
可
令
相
傳
領
掌
、
仍
所
讓
与
之
狀
如
件
、 

 
 
 

建
長
三
年
二
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 

大
宮
司
宗
像

（
氏
業
）

在
判 

 
 

「
氏
實

（
裏
）

以
下
讓
狀
四
通
者
、 

 
 
 
 

 
 

校＼

正
文
之
由
、
宗
像
直
人
等
六
人
加
判
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
行
人
沙
彌
觀
意
（
花
押
） 

 
 
 
 
 

此
奉
行
人
者
齋
藤
四
郎
左
衞
門
入
道
也
、 

 
 
 
 
 

入
字
者
同
子
息
筆
也
、
入
字
裏
判
者
、
觀
意
其
後
封
裏
、
令
書 

 
 
 
 
 

奉
行
名
之
間
、
雖
為
同
筆
、
墨
色
与
判
筆
色
、
有
厚
薄
之
色
、 

 
 
 
 
 

同
以
自
筆
自
判
也
、
為
散
向
後
之
不
審
記
之
、
淨
惠
（
花
押
）
」 

 

【
史
料
六
】
で
は
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
、
氏
國
の
養
子
に
入
り
大
宮
司
と
な
っ
た
氏
業
は
、
【
史
料
一
】
に
み
る
氏
國
が
祭
祀
権
の
み
を
氏
昌
に
譲
っ
た
こ
と

を
引
き
合
い
に
出
し
、
自
身
の
大
宮
司
の
継
承
が
「
本
印
以
下
所
軄
所
領
」
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
に
幕
府
よ
り
社
務
職
の
安
堵

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
氏
業
が
子
の
長
氏
に
大
宮
司
職
を
譲
る
理
由
と
し
て
「
而
依
致
奉
公
官
仕
之
忠
、
不
得
治
務
在
國
之
隙
」

と
あ
り
、
奉

公
の
た
め
に
在
地
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
２
６

こ
の
氏
業
の
大
宮
司
と
し
て
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
中
村
翼
氏
に
よ
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
氏
業

が
長
氏
に
大
宮
司
職
を
譲
る
こ
と
で
、
氏
業
が
関
東
や
六
波
羅
に
祗
候
し
、
長
氏
が
宗
像
を
大
宮
司
と
し
て
治
め
る
体
制
が
で
き
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
中
村
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
う
し
た
氏
業
・
長
氏
父
子
の
関
係
に
よ
っ
て
、
中
央
と
地
方
の
パ
イ
プ
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
２
７

つ
ま
り
鎌
倉
期
に
入
る
と
、
「
奉
公
」
の
た
め
に
上
洛

を
す
る
な
ど
、
在
地
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
出
て
く
る
中
、
祭
祀
者
と
し
て
神
事
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
氏
國
の
よ
う
な
職
掌
の
分
割
や
氏
業
の
よ
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う
な
譲
与
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
河
窪
奈
津
子
氏
や
安
達
直
哉
氏
に
よ
る
「
神
官
領
主
」
と
し
て
の
特
殊
的
性
格
と
し
て
の
理
解
を
踏
ま
え

た
上
で
、
在
地
支
配
の
ツ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
本
来
あ
る
べ
き
宗
像
氏
の
祭
祀
者
の
姿
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

さ
て
、
実
際
に
氏
業
か
ら
氏
長
へ
「
本
印
以
下
所
軄
所
領
」
が
譲
与
さ
れ
た
の
は
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
で
は
な
く
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
十
一
月
二
十

一
日
と
し
て
い
る
。
後
世
の
記
録
に
は
な
る
が
、
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
四
月
十
四
日
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
應
永
社
家
文
書
総
目
録
」
に
お
け
る
「
代
々
社
務
譲

狀
次
第
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
該
当
箇
所
抜
粋
）
。
２
８ 

 

一
通 

自
氏
業
一

長
氏
譲
狀 

建
長
三
年
二
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

社
務
軄
并
別
府
宮
方
檢
斷
公
文
軄
事 

 

一
通 

自
氏
業
長
氏
譲
狀 
建
長
三
年
二
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

子
細
同
前 

 

一
通 

淨
惠
譲
狀 

文
永
十
年
十
一
月
廿
一
日
但
氏
業
事
也
、 

 
 
 
 
 

本
印
以
下
所
職
所
領
事 

 

氏
業
が
長
氏
に
単
純
に
大
宮
司
職
を
建
長
三
年
に
譲
っ
て
い
れ
ば
、
文
永
十
年
に
改
め
て
「
本
印
以
下
所
軄
所
領
」
を
譲
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
ざ

わ
ざ
承
久
三
年
に
氏
國
が
氏
昌
に
祭
祀
権
の
み
を
譲
っ
た
こ
と
を
引
用
し
た
と
す
れ
ば
、
同
様
に
建
長
三
年
時
点
に
お
い
て
、
長
氏
は
氏
業
か
ら
祭
祀
権
の
み
を
譲
ら

れ
た
と
も
推
測
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
宮
司
職
の
分
割
・
分
離
に
つ
い
て
、
安
達
氏
は
「
大
宮
司
職
或
い
は
社
務
職
と
し
て
一
括
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
鎌

倉
中
・
後
期
か
ら
社
務
職
（
大
宮
司
職
）
と
本
印
以
下
所
職
所
領
と
別
々
に
呼
ば
れ
る
も
の
に
分
離
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
南
北
朝
期
に
は
、
大
宮
司
職

が
宗
像
氏
庶
子
の
統
制
手
段
と
さ
れ
、
「
社
務
職
所
有
者
」
は
対
外
的
に
社
全
体
を
代
表
す
る
大
宮
司
と
し
て
、
そ
れ
に
対
し
「
所
領
所
職
所
有
者
」
は
所
領
支
配
の

実
権
を
持
ち
、
宗
像
氏
の
権
力
の
中
心
が
、
社
務
職
か
ら
移
行
す
る
時
期
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
は
補
完
的
関
係
に
あ
り
、
「
神
事
・
神
役
が
依
然
十
分

に
宗
像
氏
の
支
配
の
確
保
・
拡
大
に
意
味
を
持
つ
点
を
も
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
著
し
い
特
徴
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
２
９

ま
た
『
宗
像
軍
記
』

に
は
、
氏
俊
（
五
十
二
代
）
の
家
督
継
承
に
際
し
て
「
四
郎
氏
俊
ヲ
以
テ
宗
像
ノ
家
督
ト
セ
ラ
レ
ケ
ル
。
兄
弟
四
人
ト
モ
ニ
一
度
ツ
ヽ
ハ
大
宮
司
ノ
職
ニ
任
セ
サ
セ
テ
。

恨
憤
ル
事
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ト
ノ
謀
ナ
リ
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
大
宮
司
職
が
権
力
争
い
の
受
け
皿
的
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
宗
像
軍
記
』

に
は
他
に
も
、
「
氏
俊
廿
五
歳
ニ
シ
テ
。
建
武
元
年
正
月
ニ
。
舎
兄
氏
正
ノ
職
ヲ
ウ
ケ
テ
。
大
宮
司
ト
ナ
ル
。
宗
像
ノ
家
摂
津
守
氏
國
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ハ
。
モ
ツ
ハ
ラ
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武
門
ト
ナ
リ
。
其
戟
先
ツ
ヨ
ク
多
ク
ノ
所
領
ヲ
モ
討
取
タ
リ
。
此
氏
俊
ノ
時
ニ
イ
タ
リ
テ
ハ
。
猶
更
武
家
ヲ
コ
ト
ヽ
シ
テ
。
神
職
ノ
事
ハ
名
ハ
カ
リ
ニ
テ
。
四
季
ノ
祭

祀
ヲ
勤
ル
事
ヲ
イ
ト
ヒ
ケ
レ
ハ
。
舎
弟
氏
名
ヲ
以
テ
。
社
務
ト
シ
テ
神
事
ヲ
ツ
カ
サ
ト
ラ
シ
メ
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
良
く
理
解
す
れ
ば
、
社
務
職
を
譲
る
こ
と
で
神

事
の
懈
怠
を
避
け
、
【
史
料
二
】
に
お
け
る
大
宮
司
の
行
動
制
限
と
見
ら
れ
る
「
不
出
闕
外
上
」
か
ら
の
解
放
を
求
め
た
と
言
え
る
が
、
反
し
て
祭
祀
よ
り
武
門
と
し

て
の
活
躍
を
重
視
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
３
０ 

  

三
、
応
仁
の
乱
以
後
の
大
宮
司
家
の
混
乱 

  

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
大
宮
司
職
が
分
割
相
続
さ
れ
る
素
地
は
早
い
段
階
に
で
き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
節
の
氏
郷
に
話
を
戻
す
と
、
氏
郷
は
氏

信
（
六
十
三
代
）
の
嫡
男
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
信
の
次
男
氏
弘
が
第
六
十
六
代
、
三
男
の
氏
正
が
六
十
七
代
と
大
宮
司
と
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事

態
と
な
っ
た
か
と
い
う
理
由
を
記
す
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
参
考
と
な
る
の
は
、
第
一
節
で
示
し
た
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
お
け
る
「
氏
郷
守
宗
像
之
武
領
、

不
任
社
務
職
之
處
、
舎
弟
氏
弘
氏
正
早
世
、
氏
俊
無
嗣
子
、
氏
郷
依
為
嫡
流
、
氏
俊
為
養
子
、
相
続
本
家
、
長
禄
戊
寅
二
年
六
月
十
一
日
入
社
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
の
記
述
を
受
け
取
る
な
ら
ば
、
氏
弘
が
十
四
歳
、
氏
正
が
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
そ
れ
ぞ
れ
大
宮
司
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
あ
え
て
氏
郷
を
大
宮
司
職
に

就
か
せ
ず
に
、
長
子
で
あ
る
氏
郷
は
宗
像
領
を
守
る
役
目
を
負
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
３
１

い
つ
頃
か
ら
氏
郷
が
武
領
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
で
は
氏
郷
が
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
大
宮
司
職
に
就
い
た
後
の
様
子
と
し
て
、
「
文
明
元
己
丑
年
大
宰
少
貳
嘉
頼
、
同
九
郎
教

頼
親
子
蜂
起
、
従
対
馬
國
、
渡
海
筑
前
國
、
籠
内
山
城
、
又
大
内
掃
部
頭
入
道
南
榮
企
謀
叛
、
少
貳
同
意
、
豊
前
國
乱
入
、
同
年
十
二
月
氏
郷
陶
越
前
權
守
弘
護
牒
合
、

退
治
南
榮
入
道
、
味
方
續
少
貳
楯
籠
責
内
山
城
之
時
、
氏
郷
進
先
登
、
翌
文
明
二
庚
寅
年
正
月
廿
三
日
夜
中
、
氏
郷
一
手
、
不
意
攻
破
内
山
城
、
勵
戦
功
畢
」
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
応
仁
の
乱
に
お
い
て
大
内
政
弘
が
上
洛
を
し
た
た
め
、
そ
の
留
守
に
乗
じ
て
こ
の
時
、
対
馬
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
少
貳
氏
と
政
弘
の
叔
父
で
あ
る
大

内
教
幸
（
南
榮
入
道
）
が
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に
蜂
起
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
氏
郷
は
大
宮
司
職
に
あ
り
な
が
ら
も
、
大
い
に
武
威
を
発
揮
し
た
こ

と
が
わ
か
る
こ
と
か
ら
も
、
氏
郷
の
武
将
と
し
て
の
才
覚
を
も
っ
て
し
て
、
長
兄
で
あ
り
な
が
ら
も
弟
た
ち
が
先
ず
大
宮
司
職
に
就
き
、
「
氏
郷
守
宗
像
之
武
領
、
不

任
社
務
職
之
處
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

さ
て
、
氏
郷
の
大
宮
司
継
承
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
き
た
が
、
氏
郷
以
降
の
状
況
と
し
て
は
大
宮
司
家
の
分
裂
が
起
き
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
『
宗
像
市
史
』
で
は
、
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応
仁
・
文
明
の
乱
の
外
的
要
因
と
し
て
宗
像
大
宮
司
家
が
分
裂
し
、
氏
郷
（
六
十
八
代
）
・
氏
郷
の
次
男
で
あ
る
氏
國
（
六
十
九
・
七
十
二
・
七
十
四
代
）
と
氏
郷
の

長
男
で
あ
る
氏
定
（
七
十
代
）
が
対
立
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
解
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
３
２ 

 

「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
や
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
よ
る
と
、
第
六
十
八
代
宗
像
氏
郷
の
男
氏
定
（
後
の
第
七
十
代
大
宮
司
）
は
文
明
元
年
七
月
九
日
、
中
国

に
赴
き
山
口
に
居
住
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
氏
定
の
動
向
は
、
時
期
的
に
見
て
単
な
る
移
住
で
は
な
く
、
他
の
領
主
の
動
き
と
同
様
に
筑
前
に
進
出
し
た

少
弐
氏
に
敵
対
し
て
大
内
氏
方
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
宗
像
氏
に
即
し
て
考
え
て
み
る
と
、
宗
像
地
方
に
留
ま
っ
た
氏

郷
・
氏
国
父
子
は
少
弐
氏
に
帰
順
す
る
こ
と
で
そ
の
地
位
を
保
ち
、
氏
定
お
よ
び
彼
を
擁
立
し
た
勢
力
は
氏
郷
派
へ
の
対
抗
上
大
内
氏
の
も
と
へ
走
っ
た
、
と
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
先
述
の
通
り
、
氏
郷
は
少
弐
氏
に
帰
順
す
る
こ
と
も
な
く
、
大
内
政
弘
の
家
臣
陶
氏
と
共
に
少
弐
氏
と
戦
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
３
３

室
町
期
に

入
っ
て
か
ら
の
宗
像
氏
と
大
内
氏
の
関
係
性
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
は
、
貞
成
親
王
の
日
記
で
あ
る
「
看
聞
日
記
」
の
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
七
月
の
記
事
に
、
筑

前
国
萩
原
で
の
大
内
盛
見
と
少
弐
氏
・
大
友
氏
の
戦
い
に
お
い
て
、
宗
像
氏
が
大
内
家
の
被
官
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
３
４

元
来
、
宗
像
氏
は
少

弐
氏
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
南
北
朝
の
終
わ
り
に
は
少
弐
氏
の
勢
力
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
内
氏
と
の
関
係
を

深
め
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
果
た
し
て
氏
郷
と
氏
定
父
子
は
対
立
す
る
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
氏
定
に
つ
い
て
「
訂
正
宗
像
大
宮

司
系
譜
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。 

  

【
史
料
七 

訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
】 

 

文
明
元
年
己
丑
年
七
月
九
日
親
父
氏
郷
在
職
中
、
属
大
内
家
、
赴
中
国
、
于
時
大
内
政
弘
上
洛
之
跡
也
、 

同
年
政
弘
叔
父
大
内
教
幸
入
道
南
榮
企
謀
叛
、
抑
続
大
内
家
督
、
為
押
領
防
長
、
氏
定
南
榮
入
道
依
為 

甥
、
暫
随
伯
父
南
榮
、
雖
在
防
州
、
遂
不
変
義
心
、
告
南
榮
計
連
々
氏
郷
、
其
後
南
榮
入
道
幷
少
貳
等 

退
治
之
時
、
氏
郷
共
屬
大
内
政
弘
、
盡
粉
骨
、
文
明
二
年
庚
寅
年
又
防
州
、
随
政
弘
、
猶
居
住
山
口
、 



157 

 

此
間
之
十
ヶ
年
也 

 

氏
郷
が
大
宮
司
職
に
い
る
時
に
大
内
氏
の
拠
点
と
な
る
中
国
に
氏
定
が
渡
り
、
謀
叛
を
起
こ
そ
う
と
す
る
大
内
教
幸
の
動
き
を
父
で
あ
る
氏
郷
に
告
げ
、
共
に
戦
っ

て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
第
一
節
で
の
氏
業
と
長
氏
の
関
係
に
お
い
て
は
、
氏
業
が
上
洛
す
る
た
め
に
大
宮
司
職
を
譲
り
、
長
氏
が
宗
像
の
地
で
大
宮
司
を
担
う
の
で

あ
る
が
、
氏
郷
と
氏
定
に
お
い
て
は
、
大
宮
司
職
の
氏
郷
が
中
国
に
渡
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
大
宮
司
職
の
譲
渡
も
な
く
、
氏
定
が
大
内
氏
と
宗
像
を
つ
な
ぐ
役
目

を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
に
お
け
る
氏
定
の
記
載
で
は
、
中
国
へ
渡
っ
た
十
年
を
「
氏
定
御
牢
人
十
年
也
」
３
５

と

し
て
い
る
の
で
、
氏
定
が
宗
像
で
は
身
の
置
き
場
の
無
い
立
場
の
た
め
大
内
氏
を
頼
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
『
宗
像
市
史
』
の
言
う
と
こ
ろ
の
対
立
構
造
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

  四
、
大
宮
司
家
の
分
裂
と
相
続
争
い 

  

 

氏
郷
が
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
正
月
に
死
去
す
る
と
、
次
に
大
宮
司
を
継
承
し
た
の
は
氏
定
が
弟
の
氏
國
（
六
十
九
代
）
で
あ
っ
た
。
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」

で
は
、
「
親
父
氏
郷
卒
去
之
後
、
舎
兄
氏
定
未
歸
國
時
暫
任
社
務
職
○
後
土
御
門
御
宇
文
明
十
戊
戌
年
二
月
即
位
、
同
年
九
月
舎
兄
氏
定
依
歸
國
辞
職
」
と
あ
り
、
氏

國
の
大
宮
司
就
任
は
氏
定
が
中
国
よ
り
宗
像
に
戻
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
、
翌
二
月
に
は
大
宮
司
の
職
に
就
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
大
宮
司
の
職
が

空
白
に
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
対
応
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
氏
定
が
中
国
か
ら
宗
像
に
帰
国
し
て
、
大
宮
司
職
に
就
く
の
が
、
同
年
八
月
廿
七
日
で
、
約
半
年
ほ
ど
要
し

た
こ
と
に
な
る
。
３
６

こ
れ
に
関
し
て
は
、
応
仁
の
乱
で
上
洛
し
て
い
た
大
内
政
弘
が
山
口
に
帰
国
し
、
文
明
十
年
に
な
る
と
再
び
筑
前
・
豊
前
支
配
に
乗
り
出
す
よ

う
に
な
る
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
氏
定
も
宗
像
に
戻
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
政
弘
の
後
見
を
受
け
て
大
宮
司
に
就
こ
う
と
い
う
目
論
見
が
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
３
７

ま
た
大
内
政
弘
は
宗
像
大
宮
司
宛
に
「
其
境
之
儀
、
依
諸
篇
御
馳
走
、
無
為
祝
着
至
候
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
文
明
元
年
の
少
弐
氏
と

大
内
教
幸
に
対
す
る
功
労
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
争
乱
を
経
て
、
大
内
氏
と
宗
像
氏
と
の
関
係
は
更
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
想
定
さ

れ
よ
う
。
３
８ 

 

さ
て
氏
定
は
、
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
に
息
子
で
あ
る
興
氏
に
社
務
職
を
譲
り
、
興
氏
は
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
十
一
月
三
日
に
大
内
氏
に
よ
り
補
任
さ
れ
、
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『宗像神社史』下巻を参照に作成 

第
七
十
一
代
大
宮
司
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
３
９

興
氏
は
名
の
通
り
、
大
内
政
弘
の
子
で
あ
る
義
興
か
ら
偏
諱
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
関
係
に
お
い
て
義
興
に
従

い
つ
つ
、
宗
像
を
治
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
に
入
る
と
、
筑
前
で
の
大
内
氏
と
大
友
氏
の
争
い
が
激
し
く
な
り
、
『
宗
像
神
社
史
』

に
よ
る
と
、
氏
國
（
氏
佐
）
は
大
友
氏
に
属
し
４
０ 

、
興
氏
は
大
内
方
と
し
て
大
宮
司
職
を
争
う
こ
と
に
な
る
。
４
１

こ
れ
は
氏
郷
死
後
の
大
宮
司
継
承
に
お
い
て
、
文

明
十
年
に
お
け
る
次
男
で
あ
る
氏
國
か
ら
、
長
男
で
あ
る
氏
定
へ
の
大
宮
司
交
替
は
中
継
ぎ
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
そ
の
背
景

に
は
、
氏
定
と
氏
國
（
氏
佐
）
と
の
大
宮
司
職
を
め
ぐ
る
確
執
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
起
こ
っ
た
大
宮
司
家
の
分
裂
の
歪
み
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
影
響
か
ら
か
「
宗
像

宮
社
務
次
第
」
（
甲
本
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
代
替
わ
り
の
記
事
が
見
え
る
。
４
２ 

 

七
十
一
代
興
氏 

 
 

七
十
二
代
氏
佐
強
入
申
也 

 
 

七
十
三
代
興
氏
還
補
也 

 
 

七
十
四
代
氏
佐
強
入
申
也 

 
 

七
十
五
代
興
氏
還
補
也 

 

興
氏
が
氏
定
よ
り
大
宮
司
職
を
譲
ら
れ
た
長
享
元
年
か
ら
、
興
氏
が
氏
佐
（
氏
國
）
の
子
で
あ
る
正
氏
（
童
名
阿
賀
法
師
）
を
養
子
と
し
大
宮
司
に
す
る
永
正
五
年

（
一
五
〇
八
）
ま
で
の
間
に
左
記
の
通
り
の
交
替
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
「
強
入
申
也
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
決
し
て
穏
や
か
な
交
代
劇
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
状
態
に
終
止
符
を
打
つ
一
手
と
し
て
、
興
氏
が
氏
佐
の
子
で
あ
る
正
氏
を
幼
少
で
あ
り
な
が
ら
、
養
子
と
し
て
迎
え
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
氏
佐
へ

の
牽
制
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

      

68 氏郷     

69 氏國 氏郷次子   

70 氏定 氏郷長子   

71 興氏 氏定子 大内方 

72 氏佐 氏國から改名 大友方 

73 興氏     

74 氏佐     

75 興氏     

76 正氏 氏佐長子→興氏猶子   

77 氏続 氏佐次子→正氏猶子   

78 正氏 黒川隆尚改名   

79 氏男 氏続長子→隆尚猶子   

80 氏貞 正氏長子   
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さ
ら
に
、
永
正
五
年
に
お
い
て
、
こ
の
興
氏
か
ら
正
氏
４
３

へ
大
宮
司
職
を
譲
る
理
由
と
し
て
、
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
で
は
「
同
五
戊
辰
年
正
月
義
植
公
防

州
上
洛
時
、
興
氏
依
為
供
奉
、
嗣
子
政
氏
讓
與
社
務
職
幷
所
領
」
と
あ
り
、
興
氏
が
大
内
義
興
と
共
に
十
代
将
軍
義
稙
を
奉
じ
て
上
洛
す
る
た
め
の
譲
与
で
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
４
４

こ
れ
は
、
第
一
節
の
【
史
料
二
】
に
お
け
る
宗
像
大
宮
司
が
在
任
中
は
「
不
出
闕
外
上
」
と
し
て
宗
像
の
地
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
約
束
事
が
、
鎌
倉
以
来
相
伝
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

さ
て
正
氏
が
大
宮
司
職
を
嗣
い
だ
と
す
る
年
齢
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
宗
像
記
』
で
は
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
に
四
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
あ
り
、

『
宗
像
記
追
考
』
で
は
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
の
生
ま
れ
と
あ
る
の
で
、
大
宮
司
職
に
就
い
た
と
き
の
年
齢
は
七
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
４
５

ま

た
永
正
五
年
に
興
氏
が
正
氏
に
大
宮
司
職
を
譲
る
こ
と
が
で
き
、
大
内
義
興
と
共
に
上
洛
で
き
た
の
も
、
氏
佐
と
の
関
係
が
落
ち
着
い
て
い
な
け
れ
ば
叶
わ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
幼
少
に
し
て
大
宮
司
と
な
っ
た
正
氏
に
対
し
て
、
実
父
で
あ
る
氏
佐
が
、
興
氏
の
上
洛
の
隙
に
何
か
し
ら
か
正
氏
に
関
与
し
よ
う
と
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
次
の
史
料
か
ら
別
の
見
方
も
検
討
し
た
い
。 

  

【
史
料
八 

問
田
興
之
書
状
】
４
６ 

 
 

今
度
以
上
山
坊
条
々
承
候
通
、
陶
尾
張
守

（

興

 

房

）

申
談
、
遂
披
露
候
、
仍
御
家
督
弥
無
相
違
之
由
、
対
阿
賀
法
師
方
、 

被
進
御
書
候
、
雖
勿
論
候
、
尤
珍
重
候
、
各
被
申
談
御
馳
走
肝
要
候
、
京
都
殊
謐
之
条
、
御
帰
国
可
為
近
々 

候
歟
、
旁
期
面
謁
候
、
猶
使
僧
申
候
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 

五
月
廿
三
日

（
永
正
十
五
年
ヵ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興
之

（
問
田
）

（
花
押
） 

 
 
 
 

占
部
右
馬
助
殿 

 
 
 
 

吉
田
孫
右
衛
門
尉
殿 

 
 
 
 

占
部
平
左
衛
門
尉
殿 

 
 
 
 

占
部
与
四
郎
殿 
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吉
田
伯
耆
守
殿 

 
 
 
 

面
々
御
中 

 

こ
れ
は
、
大
内
義
興
奉
行
人
で
あ
る
問
田
興
之
が
、
阿
賀
法
師
（
正
氏
）
の
家
督
安
堵
に
関
し
て
、
宗
像
家
重
臣
等
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
『
宗
像
大

社
文
書
』
で
は
、
こ
の
書
状
を
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
と
比
定
し
て
い
る
が
、
正
氏
が
興
氏
か
ら
大
宮
司
職
を
譲
ら
れ
た
の
が
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
と
す
る

な
ら
ば
、
十
年
越
し
の
安
堵
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
安
堵
に
関
し
て
は
、
宛
名
の
通
り
宗
像
氏
側
か
ら
の
要
求
に
応
え
た
も
の
で
、
桑
田
和
明
氏
は
こ
の
書
状

を
う
け
、
「
宗
像
氏
重
臣
が
義
興
の
安
堵
状
を
申
請
し
た
よ
う
に
、
義
興
が
宗
像
氏
の
家
督
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
」
と
し
た
。
４
７

そ
れ
に
し
て
も
重
臣
等
が
安
堵

を
申
請
し
、
正
氏
の
家
督
の
正
当
性
を
「
仍
御
家
督
彌
無
相
違
之
由
」
と
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
宛
名
に
連
な
る
家
臣
等
は
、
永
正
六
年
（
一

五
〇
九
）
頃
の
書
状
と
思
わ
れ
る
「
大
内
氏
奉
行
人
連
署
書
状
」
４
８

の
宛
名
の
中
に
も
、
占
部
越
前
守
・
吉
田
伯
耆
守
・
許
斐
勘
解
由
左
衛
門
尉
・
占
部
右
馬
助
・

大
和
備
中
守
・
吉
田
孫
右
衛
門
尉
・
占
部
平
左
衛
門
尉
・
許
斐
一
郎
六
郎
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
幼
少
で
あ
る
正
氏
は
重
臣
等
側
近
の
支
え
の
も
と
に

庇
護
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
氏
佐
が
正
氏
に
関
わ
る
余
地
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
こ
で
「
問
田
興
之
書
状
」
の
中
身
に
戻
る
と
、
「
對
阿
賀
法
師
方
、
被
進
御
書
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
阿
賀
法
師
の
正
当
性
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
阿
賀
法
師
に
対
抗
す
る
勢
力
が
、
ま
た
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
者
達
が
い
た
と
推
測
で
き
る
。
永
正
六
年
・
永
正
十
五
年
と
も
に
名
が
出
て
い
る

占
部
右
馬
助
は
占
部
豊
安
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
占
部
家
系
傳
」
の
豊
安
の
記
載
で
は
、
「
大
永
五
年
十
月
十
一
日
安
部
伊
豆
守
範
任
、
相
共
に
宗
像
郡
深
田
村
に
至

り
、
宗
像
民
部
少
輔
氏
續
の
館
を
圍
む
。
氏
續
跡
を
く
ら
ま
す
」
４
９

と
あ
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
氏
続
は
氏
佐
の
子
で
あ
り
、
正
氏
の
弟
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
正
氏

と
氏
続
の
間
で
大
宮
司
職
を
め
ぐ
る
対
立
が
起
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
永
正
十
五
年
の
安
堵
に
つ
い
て
も
、
氏
続
勢
力
に
対
し
て
、
阿
賀
法
師
（
正
氏
）
側
が
大
内

氏
の
力
を
背
景
に
大
宮
司
の
職
を
確
実
に
す
る
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
正
氏
と
氏
続
と
の
対
立
が
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
対
立

を
落
着
さ
せ
る
沙
汰
が
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
大
内
義
興
か
ら
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
弟
で
あ
る
氏
続
を
正
氏
の
養
子
に
し
、
七
十
七
代
大
宮
司
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。 

  

【
史
料
九 

大
内
義
興
書
状
】
５
０ 
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宗
像
社
家
分
別目

紙録

之在
事
、
以
裁
判
為
正
氏
猶
子
、
申
付
左
衛
門
尉
氏
佐
息
八
郎
氏
続
之
旨
、
正
氏
与
氏
続
契
約
状
之
通
可
然
候
、 

万
一
於
聊
爾
之
方
者
、
可
加
成
敗
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 

八
月
二
日

（
大
永
七
年
ヵ
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

義
興

（
大
内
）

（
花
押
） 

 
 
 
 

宗
像
四
郎

（

正

氏

）

殿 

 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
氏
続
に
は
社
家
分
の
相
続
の
み
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
『
宗
像
市
史
』
で
は
、
正
氏
自
身
は
継
続
し
て
武
家
分
（
武
役
）
を
継
承
し
、

氏
続
に
は
社
家
分
（
社
役
）
を
譲
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
大
宮
司
と
し
て
宗
像
社
を
経
営
す
る
神
官
的
側
面
（
社
役
）
と
軍
役
を
務
め
る
軍
事

的
側
面
と
が
分
離
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
を
通
し
て
戦

国
期
に
至
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
分
割
相
続
の
例
は
見
ら
れ
て
き
た
。
５
１

ま
た
第
二
節
で
示
し
た
『
宗
像
軍
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
大
宮
司
職
が
争
い
や
遺
恨
に
対
す

る
受
け
皿
と
な
り
え
た
と
す
る
な
ら
ば
、
今
回
の
分
割
相
続
も
そ
の
よ
う
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  五
、
大
内
氏
に
よ
る
大
宮
司
職
分
割
相
続
と
統
合 

  

で
は
な
ぜ
義
興
は
、
こ
の
よ
う
な
分
割
相
続
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
桑
田
和
明
氏
は
、
こ
の
背
景
に
正
氏
と
氏
続
と
の
間
に

大
宮
司
を
め
ぐ
る
確
執
が
あ
っ
た
と
し
、
宗
像
大
宮
司
の
家
督
決
定
権
を
持
つ
大
内
義
興
が
こ
の
家
督
争
い
を
「
裁
判
」
と
い
う
形
で
お
さ
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説

き
、
義
興
の
大
宮
司
家
へ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
５
２

こ
の
正
氏
と
氏
続
の
父
は
氏
佐
（
氏
國
）
で
あ
り
、
こ
の
氏
佐
は
大
友
氏
と
与
み
、
大
内
氏
に

背
い
た
こ
と
は
先
述
通
り
で
あ
る
。
大
内
氏
と
し
て
は
、
仮
に
氏
続
に
大
宮
司
と
し
て
の
職
権
を
総
て
譲
与
し
た
ら
、
再
び
大
友
氏
と
結
び
つ
く
可
能
性
も
否
定
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
宗
像
氏
と
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
正
氏
と
氏
続
と
の
内
部
対
立
が
続
く
の
も
、
宗
像
そ
の
も
の
を
脆
弱
化
し
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
危
惧
も
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
氏
続
に
社
家
分
、
正
氏
に
武
家
分
と
す
る
折
衷
案
は
、
大
内
氏
、
宗
像
氏
共
に
都
合
が
良
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
氏
か
ら
す
れ
ば
こ
の
「
裁

判
」
に
よ
っ
て
、
大
宮
司
職
の
う
ち
「
社
家
分
（
社
役
）
」
を
譲
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
の
も
う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
正
氏
の
武
将
と
し
て
の
活
躍
を
興
氏
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か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
氏
続
に
大
宮
司
を
譲
っ
た
後
の
正
氏
の
動
き
と
し
て
、
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
は
、
「
正

氏
属
大
内
義
隆
、
赴
防
州
山
口
、
此
時
従
義
隆
公
、
賜
諱
字
、
幷
防
州
吉
敷
郡
黒
川
郷
被
宛
行
、
則
住
居
黒
川
、
故
以
在
名
為
称
号
、
改
黒
川
刑
部
少
輔
隆
尚
、
依
為

大
内
政
弘
之
孫
、
依
義
隆
之
命
、
隆
尚
改
宗
像
姓
、
為
多
々
良
之
姓
、
従
是
宗
像
之
守
武
領
顕
軍
功
」
と
あ
り
、
宗
像
姓
か
ら
黒
川
姓
に
変
え
、
義
興
の
子
で
あ
る
大

内
義
隆
の
近
臣
と
し
て
隆
尚
と
改
名
し
、
山
口
に
拠
点
を
移
し
て
い
く
。
「
宗
像
之
守
武
領
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
氏
は
武
役
を
、
氏
続
は
社
役
と
す
る
こ
と
で
、
正

氏
が
大
宮
司
職
と
し
て
宗
像
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
解
か
れ
、
大
内
氏
の
も
と
へ
祗
候
す
る
こ
と
は
、
大
内
氏
と
宗
像
氏
の
関
係
を
よ
り
強
め
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ら
に
は
正
氏
と
氏
続
兄
弟
の
争
い
を
収
め
る
と
い
う
、
義
興
の
分
割
相
続
が
も
た
ら
し
た
状
況
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
入
る
と
、
大
友
氏
と
龍
造
寺
氏
が
筑
前
へ
と
侵
攻
を
始
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
氏
（
以
後
改
名
黒
川
隆
尚
）
は

再
び
宗
像
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
大
内
氏
と
共
に
対
大
友
・
龍
造
寺
の
た
め
転
戦
し
て
い
く
。
翌
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
は
、
隆
尚
は
氏
続
か
ら
再
び
大
宮
司
職

を
還
補
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
５
３

こ
の
隆
尚
の
大
宮
司
再
任
の
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
還
補
は
隆
尚
が
望
ん
だ
こ
と
で
あ
る
の
か
、
ま
た
大
内

氏
に
よ
る
意
向
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
河
津
伝
記
』
に
よ
る
と
「
大
友
ノ
牙
将
立
花
親
貞
、
並
大
宮
司
カ
一
族
宗
像
新
四
郎
氏
延
、
大
和
左
衛
門
尉
等
数

百
人
ヲ
卒
、
隆
業
カ
亀
山
ノ
城
ニ
押
寄
、
鯨
波
ヲ
掲
テ
襲
攻
」
と
あ
り
、
天
文
元
年
に
大
内
家
臣
で
あ
る
河
津
氏
の
宅
所
を
宗
像
新
四
郎
氏
延
な
る
者
が
大
友
方
と
し

て
攻
め
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
５
４

氏
延
が
宗
像
一
族
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
そ
の
人
物
像
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
天
文
元
年
時
点
で
は
氏
続
が
大
宮
司

職
に
あ
り
、
先
述
の
と
お
り
氏
続
の
父
で
あ
る
氏
佐
は
大
友
氏
と
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
経
緯
を
考
え
る
と
、
氏
延
と
氏
佐
・
氏
続
父
子
の
関
係
を
示
す
に
は

い
た
ら
な
い
が
、
氏
続
を
大
宮
司
職
に
就
か
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
に
は
、
再
び
大
友
氏
側
に
つ
く
危
険
性
が
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
氏
続
か
ら
す
れ
ば
大
宮
司
職
を
隆
尚
に
追
わ
れ
る
か
た
ち
に
な
る
の
で
、
大
永
七
年
の
沙
汰
（
【
史
料
九
】
）
が
反
故
に
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
た
め
か
、
再
び
隆
尚
と
氏
続
と
の
間
で
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。 

  

【
史
料
十 

宗
像
氏
続
感
状
】
５
５ 

去
九
月
廿
四
日
黒
川
刑
部
少
輔

（

隆

尚

）

与
執
相
、
遂
鑓
初
、
防
戦
粉
骨
、
高
名
無
比
類
之
次
第
、
感
悦
無
窮
者
候
也
、 

弥
於
向
後
茂
馳
走
頼
申
所
、
件
如
、 
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天
文
五
壬
申壬
閏
十
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

氏
続

（
宗
像
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
郎
殿 

  

天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
な
る
と
幕
府
の
取
り
な
し
に
よ
り
、
大
内
氏
と
大
友
氏
は
和
議
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
５
６

、
お
そ
ら
く
こ
の
隆
尚
と
氏
続
と
の
争

い
も
、
大
友
氏
と
の
戦
況
が
落
ち
着
い
て
き
た
頃
合
い
で
大
宮
司
職
を
め
ぐ
る
対
立
が
再
燃
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
し
て
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
で
は
天

文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
隆
尚
は
、
氏
続
の
子
氏
男
を
猶
子
に
し
て
大
宮
司
職
を
譲
り
、
再
び
山
口
に
行
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
５
７

、
【
史
料
十
】
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
未
だ
隆
尚
と
氏
続
が
係
争
中
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
天
文
五
年
の
段
階
で
氏
男
に
大
宮
司
職
を
譲
与
す
る
こ
と
は
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
こ
で
、
時
期
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
の
が
、
次
ぎ
に
掲
げ
る
【
史
料
十
一
】
で
あ
る
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
時
を
経
て
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
に
、
大
内

義
隆
の
沙
汰
に
よ
り
氏
男
を
隆
尚
の
猶
子
に
し
、
社
役
・
武
役
を
一
統
さ
せ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 

  

【
史
料
十
一 

黒
川
隆
尚
書
状
】
５
８ 

 

今
度
氏
男

（
宗
像
）

事
、
為
隆
尚

（
黒
川
）

猶
子
被
仰
付
、
不
及
社
伇
武
伇
相
分
、
沙
汰
一
統
之
儀
、
被
仰
出
候
、 

然
処
対
氏
続

（
宗
像
）

割
分
地
、
山
口
村

（
鞍
手
郡
）

内
氏
俊
知
行
分
事
、
相
違
之
条
、
迷
惑
之
由
被
申
之
通
、
尤
無 

余
儀
候
間
、
以
別
地
可
充
行
候
、
聊
不
可
相
違
候
、
於
然
者
隆
尚
発
足
砌
、
別
而

馳
走
頼
入
候
、 

恐
々
謹
言
、 

 
 
 
 

四
月
廿
日

（
天
文
十
六
年
ヵ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

隆
尚

（
黒
川
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 

深
田
兵
部
少

（

氏

俊

）

輔
殿 
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天
文
五
年
の
段
階
で
は
氏
男
に
隆
尚
が
大
宮
司
職
を
譲
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
天
文
十
六
年
の
時
点
ま
で
隆
尚
が
武
役
、
社
役
の
い
ず
れ
も

有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
一
統
」
に
し
て
氏
男
に
譲
与
し
た
の
か
、
す
で
に
氏
男
に
は
社
役
は
譲
ら
れ
て
お
り
、
武
役
を
隆
尚
か
ら
受
け
る
こ
と
で
「
一
統
」
さ
せ
た

か
に
な
る
が
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
正
月
十
五
日
に
は
、
隆
尚
は
厳
島
攻
め
の
た
め
に
安
芸
国
に
お
り
、
宗
像
の
地
を
離
れ
て
い
る
。
５
９

ま
た
天
文
十
二
年
（
一

五
四
三
）
正
月
十
三
日
に
は
、
義
隆
と
と
も
に
出
雲
の
尼
子
氏
攻
め
に
参
加
し
て
い
る
。
６
０

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
大
宮
司
の
性
格
と
し
て
、
大
宮
司
の
身
分
の
ま
ま

宗
像
の
地
を
大
き
く
離
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
隆
尚
が
厳
島
に
遠
征
す
る
天
文
十
年
頃
ま
で
に
は
、
氏
男
に
大

宮
司
職
を
譲
っ
て
い
た
可
能
性
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
見
ら
れ
る
隆
尚
か
ら
氏
男
へ
の
譲
渡
が
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
は
こ
の
天
文
五
年
の
際
に
は
、
社
家
分
の
み
の
分
割
相
続
が
な
さ
れ
た
の
か
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
内
義
隆
の
意
向

に
よ
り
「
不
及
社
伇
武
伇
相
分
（
社
役
・
武
役
相
分
か
つ
に
及
ば
ず
）
」
と
し
て
、
大
永
七
年
の
大
内
義
興
に
よ
る
社
役
と
武
役
の
分
割
相
続
に
区
切
り
が
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
６
１

し
か
し
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
七
月
十
九
日
に
、
「
許
斐
先
祖
以
来
証
文
目
録
也
、
天
文
十
一
年

七
月

十
九
日

社
務
氏
續
拝
見

之
」
と
あ
り
、
氏
続
が
社
務
（
＝
大
宮
司
）
と
し
て
目
録
を
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
６
２

こ
の
時
期
に
氏
續
が
大
宮
司
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
天
文
十
六
年

の
氏
男
へ
の
大
宮
司
職
「
一
統
」
の
継
承
に
際
し
、
そ
れ
ま
で
隆
尚
が
武
役
を
、
そ
し
て
氏
男
が
す
で
に
社
役
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
明
が
つ
か

な
く
な
る
。
氏
続
が
大
永
七
年
以
来
、
少
な
く
と
も
天
文
十
一
年
ま
で
、
ま
た
は
、
長
く
て
天
文
十
六
年
ま
で
は
大
宮
司
職
の
任
に
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
天
文
五
年
の
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
と
の
整
合
性
は
取
れ
な
く
な
る
の
で
、
隆
尚
の
持
つ
武
役
と
氏
続
の
持
つ

社
役
を
天
文
十
六
年
に
、
氏
男
に
「
一
統
」
と
し
て
譲
っ
た
と
す
る
考
え
は
残
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

  六
、
氏
貞
の
大
宮
司
継
承 

  

天
文
十
六
年
に
氏
男
（
七
九
代
）
に
「
一
統
」
と
し
て
武
役
・
社
役
が
譲
ら
れ
た
と
す
る
が
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
に
黒
川
隆
尚
（
氏
正
）
が
歿
す
る
と
、

氏
男
は
山
口
へ
向
か
い
、
隆
尚
の
遺
領
で
あ
る
黒
川
郷
が
与
え
ら
れ
、
名
前
も
義
隆
か
ら
一
字
受
け
、
「
隆
像
」
と
名
乗
っ
た
よ
う
で
あ
る
６
３

。
氏
男
は
隆
尚
の
猶

子
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
継
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
晩
年
の
隆
尚
に
は
、
最
後
の
大
宮
司
と
な
る
氏
貞
（
幼
名
鍋
壽
丸
）
が
産
ま
れ
て
い
る
。
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道
理
か
ら
す
れ
ば
、
隆
尚
の
跡
を
継
ぐ
の
は
、
氏
男
よ
り
は
鍋
寿
丸
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
、
大
内
家
の
内

部
で
は
陶
晴
賢
が
大
き
な
力
を
つ
け
て
お
り
、
天
文
二
十
年
に
は
大
内
義
隆
を
討
っ
て
い
る
。
こ
の
義
隆
と
晴
賢
の
対
立
を
背
景
に
、
鍋
壽
丸
の
母
が
陶
晴
賢
の
姪
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
鍋
壽
丸
に
は
晴
賢
が
、
隆
像
（
氏
男
）
に
は
義
隆
が
後
ろ
盾
に
な
る
と
い
う
状
況
が
何
か
し
ら
歪
な
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

【
史
料
十
二 

黒
川
隆
尚
書
状
】
６
４ 

 

対
愚
息
鍋
寿
丸

（
宗
像
氏
貞
）

、

讓
与
候
領
地
目
録
并
忰
者
凡
下
等
人
数
注
文
、
以
両
通
言
上
仕
候
、
仍
氏
男

（
宗
像
）

・
鍋
寿
丸
両
方
家
人
等 

当
知
行
事
、
無
相
違
令
進
止
、
於
奉
公
者
、
格
別
仁

勤
之
、
公
伇
等
事
、
可
遂
其
節
之
由
、
申
付
候
、
猶
寺
内
左
馬
助

（

尚

秀

）

・ 

国
分
勘
解
由
左

（

直

頼

）

衛
門
尉
申
含
候
、
可
預
御
心
得
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

後
七
月
十
三
日

（

天

文

十

六

年

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隆
尚

（
黒
川
）

（
花
押
） 

 
 
 

杉
伯
耆
守

（

重

矩

）

殿 

 
 
 

青
景
越
後
守

（

隆

著

）

殿 

 
 
 

貫
兵
部
丞

（

隆

仲

）

殿 

 
 

「
任
此
状

（
裏
書
）

之
旨
、
可
令
領
掌
之
由
、
依 

仰
下
知
如
件
、 

 
 
 

天
文
十
六
年
閏
七
月
十
五
日 

 
 
 
 

兵
部
丞

（
貫
隆
仲
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

越
後
守

（
青
景
隆
著
）

（
花
押
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伯
耆
守

（
杉
重
矩
）

（
花
押
）
」 

 

隆
尚
は
、
子
で
あ
る
鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
と
大
宮
司
を
譲
っ
た
氏
男
が
大
内
義
隆
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
奉
公
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
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文
十
六
年
に
氏
男
に
大
宮
司
職
を
譲
っ
た
時
点
で
、
隆
尚
は
鍋
寿
丸
を
黒
川
姓
と
し
て
の
後
継
者
に
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
状
は
氏
男
へ
の
譲
渡
か
ら

間
も
な
く
出
さ
れ
て
お
り
、
「
讓
与
候
領
目
録
并
忰
者
凡
下
等
人
数
注
文
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
少
で
あ
る
鍋
寿
丸
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同

年
閏
七
月
十
五
日
に
隆
尚
は
こ
の
世
を
去
る
が
、
大
き
く
解
釈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
山
口
に
拠
点
を
置
く
隆
尚
は
、
鍋
寿
丸
を
山
口
の
地
か
ら
、
そ
し
て
氏
男

は
大
宮
司
と
し
て
宗
像
の
地
か
ら
義
隆
に
奉
公
す
る
こ
と
を
最
期
に
望
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
冒
頭
の
通
り
、
天
文
二
十
年
に
な
る
と
氏
男
は
大
宮
司

職
を
辞
し
て
山
口
に
参
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
氏
男
の
意
思
で
そ
の
よ
う
に
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
義
隆
に
よ
る
手
引
き
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

鍋
寿
丸
に
は
敵
対
す
る
陶
晴
賢
が
い
た
た
め
に
、
隆
尚
の
後
継
に
は
せ
ず
に
、
晴
賢
の
息
の
掛
か
っ
て
い
な
い
氏
男
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
で
自
前
の
勢
力
を
強
め
る
目

的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
程
な
く
し
て
同
年
九
月
一
日
、
氏
男
は
義
隆
と
と
も
に
長
門
国
の
大
寧
寺
に
て
陶
晴
賢
に
よ
り
討
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

  

【
史
料
十
三 

宗
像
氏
重
臣
連
署
奉
書
】
６
５ 

 
 

 「
（
墨
引

（
端
裏
）

）
」 

天
文
廿
年
九
月
十
二
日
宗
像
四
郎
殿
強
入
部
時
、
雖
無
上
意
候
、
秀
郷

（
寺
内
）

・
尚
職
申
談
之
、 

則
時
懸
合
、
勝
利
候
、
心
懸
馳
走
之
趣
、
得
其
心
、
能
々
可
申
旨
候
、
恐
々
謹
言
、 

同
十
月
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尚
秀

（
寺
内
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良
喜

（
吉
田
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直
頼

（
国
分
）

（
花
押
） 

 
 
 
 

吉
原
善
三
郎
殿 

 

【
史
料
十
三
】
は
、
大
内
義
隆
が
討
た
れ
て
間
も
な
い
天
文
二
十
年
九
月
十
二
日
に
、
七
十
六
・
七
十
八
代
大
宮
司
正
氏
（
黒
川
隆
尚
）
の
子
で
あ
る
「
宗
像
四
郎
」
、

つ
ま
り
は
鍋
寿
丸
（
後
の
氏
貞
）
が
山
口
よ
り
宗
像
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
強
入
部
」
と
あ
る
よ
う
に
簡
単
な
宗
像
入
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
伺

え
、
ま
た
「
勝
利
候
」
と
あ
る
の
で
鍋
寿
丸
一
行
に
抵
抗
す
る
勢
力
が
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
連
署
に
見
ら
れ
る
、
寺
内
尚
秀
、
国
文
直
頼
の
名
は
、
【
史

料
十
二
】
の
中
に
も
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
隆
尚
の
家
臣
で
あ
り
、
鍋
寿
丸
の
後
見
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
鍋
寿
丸
の
宗
像
入
部
に
関
し
て
『
宗
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像
記
』
で
は
、
対
照
的
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
６
６ 

 
○イ 隆

房
が
は
か
ら
ひ
に
て
、
宗
像
四
郎
と
名
乗
ら
せ
、
同
年
九
月
十
二
日
に
、
押
て
宗
像
に
下
し
、
宗
像
の
家
督
に
立
た
ん
と
す
、
在
所
に
あ
る
家
臣
共
、
大
に
憤

て
云
や
う
、
是
は
陶
殿
の
傍
若
無
人
の
振
舞
な
り
、
か
か
る
事
な
ら
ば
、
な
ど
や
一
応
は
吾
等
ど
も
に
も
、
き
か
せ
給
ざ
り
け
ん
、
押
て
若
君
を
下
し
給
ふ
事
、

在
所
に
有
者
共
は
、
な
き
に
ひ
と
し
き
有
様
な
り
、
若
君
も
隆
尚
の
御
子
に
て
わ
た
せ
給
へ
ば
、
何
れ
疎
に
は
お
も
ひ
奉
ら
ね
ど
も
、
是
は
御
劣
腹
に
て
お
は
し

ま
す 

 

と
、
鍋
寿
丸
の
入
部
は
隆
房
（
陶
晴
賢
）
の
押
妨
で
あ
り
、
「
宗
像
四
郎
」
は
晴
賢
の
子
で
あ
る
の
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
宗
像
四
郎
が

隆
尚
の
子
で
は
な
い
と
主
張
す
る
点
で
、
後
に
大
宮
司
職
に
就
く
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
部
分
は
否
定
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

○ロ 

 
 

宗
像
の
嫡
流
、
已
に
断
絶
に
及
処
に
、
隆
尚
の
御
下
腹
に
鍋
寿
丸
殿
と
申
せ
し
を
、
陶
隆
房
が
は
か 

ら
ひ
と
し
て
、
七
歳
の
秋
、
黒
川
よ
り
宗
像
に
移
し
参
ら
せ
け
れ
ど
も
、
彼
家
人
心
々
も
申
旨
あ
り 

て
、
其
年
は
打
過
ぎ
ぬ
、
明
る
天
文
廿
一
年
に
、
宗
像
の
家
督
の
居
り
、
四
郎
氏
貞
と
ぞ
申
し
け
る
、 

宇
多
天
皇
よ
り
七
十
九
代
に
当
て
、
当
家
の
柱
礎
に
立
給
へ
ば
、
上
下
悦
び
貴
び
奉
る
事
尋
常
な
ら 

ず
、
先
規
の
例
に
任
せ
て
、
中
納
言
殿
と
あ
が
め
参
ら
せ
け
る 

 

と
、
鍋
寿
丸
が
宗
像
に
来
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
こ
と
の
他
に
喜
ぶ
様
子
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
【
史
料
十
三
】
に
あ
る
よ
う
な
入
部
の
状
況
は
生

ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
さ
ら
に
『
宗
像
記
追
考
』
の
記
事
を
参
考
に
し
て
み
た
い
。
６
７ 
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抑
隆
尚
御
下
腹
ノ
御
子
鍋
寿
丸
殿
、
防
州
黒
川
ニ
オ
ハ
シ
マ
ス
ヲ
、
氏
男
討
死
ノ
後
、
宗
像
ノ
家
督 

ニ
立
ン
ト
テ
、
陶
尾
張
守
押
テ
宗
像
ニ
下
シ
参
ラ
セ
ラ
ル
、
本
書
ノ
第
二
ニ
出
之
、
其
頃
ハ
陶
ハ
義 

隆
ヲ
誅
シ
奉
テ
、
威
勢
ナ
ラ
ブ
方
ナ
ク
、
中
国
ヲ
押
靡
ケ
タ
ル
最
中
ナ
レ
バ
、
我
下
知
ニ
不
随
モ
ノ 

ハ
、
恐
ク
ハ
、
有
之
マ
ジ
ト
奢
リ
亢
リ
、
宗
像
ノ
家
人
ニ
モ
案
内
ナ
ク
、
寺
内
治
部
御
供
ニ
テ
、
御 

母
儀
モ
ロ
ト
モ
ニ
、
宗
像
ニ
入
セ
玉
ヒ
、
白
山
ノ
城
ニ
御
入
ア
リ
、
然
レ
バ
、
氏
男
ノ
実
父
氏
続
并 

宗
像
在
住
ノ
御
家
人
、
立
腹
シ
テ
、
各
一
揆
シ
、
曽
テ
同
意
セ
ズ
、
其
謂
レ
ハ
、
氏
続
ノ
末
子
氏
男 

ノ
御
世
継
ニ
立
ン
ト
云
、
氏
続
又
同
意
タ
ル
ニ
依
テ
ナ
リ
、
宗
像
在
住
ノ
御
家
人
皆
一
揆
ス 

  
 鍋

寿
丸
自
身
に
宗
像
大
宮
司
家
の
家
督
に
就
く
意
識
が
、
こ
の
段
階
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
鍋
寿
丸
は
山
口
で
生
ま
れ
、
姓
も
宗
像
で
は
な
く
黒
川
で
あ
り
、

父
で
あ
る
隆
尚
が
大
宮
司
で
あ
っ
た
と
い
う
点
の
み
が
大
宮
司
家
と
を
つ
な
ぐ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
『
宗
像
記
追
考
』
に
読
み
取
れ
る
よ

う
に
、
晴
賢
の
強
引
な
や
り
方
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
在
地
に
い
る
人
々
が
す
ん
な
り
と
鍋
寿
丸
を
受
け
入
れ
る
よ
り
は
、
そ
の
正
当
性
に
お
い
て
も
反
発
が
あ
っ
た

こ
と
は
至
極
当
然
か
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鍋
寿
丸
は
陶
氏
の
後
ろ
盾
と
黒
川
家
家
臣
等
に
よ
り
、
宗
像
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
九
月
十
一
日
、
義
隆
亡
き
あ
と
、
大
内
家
の
家
督
を
継
い
だ
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）
の
弟
で
あ
る
晴
英
に
よ

り
、
鍋
寿
丸
は
黒
川
姓
か
ら
宗
像
姓
に
復
さ
れ
、
名
実
と
も
に
大
宮
司
と
な
る
。
６
８ 

さ
て
、
今
回
の
鍋
寿
丸
の
大
宮
司
継
承
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
子
々
孫
々
相
伝
の
領
掌
」
と
い
う
大
宮
司
の
継
承
に
則
っ
た
譲
与
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
鍋
寿
丸
が
誰
か
ら
大
宮
司
職
を
受
け
継
い
だ
か
で
あ
る
。
氏
男
は
大
宮
司
職
を
辞
し
て
か
ら
山
口
に
来
た
こ
と
か
ら
し
て
、
氏
男
か
ら
譲
与
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
【
史
料
一
】
で
の
「
仍
爲
備
氏
人
向
後
將
來
龜
鏡
、
所
令
讓
与
如
件
」
、
ま
た
【
史
料
六
】
で
の
「
仍
為
備
氏
人
之
譜
代
相
傳
之
理
、

所
譲
如
件
」
と
あ
る
よ
う
に
、
氏
人
た
ち
に
対
し
て
正
当
性
の
あ
る
「
相
伝
」
と
認
識
さ
れ
た
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。 

  

【
史
料
十
四 

宗
像
氏
重
臣
連
署
奉
書
写
】
６
９ 
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就
氏
続

（
宗
像
）

御
父
子
御
身
躰
調
之
儀
、
今
度
秀
郷
勲
功
之
趣
、
氏
任

（
許
斐
）

・
尚
道

（
仲
村
）

注
進
候
、
神
妙
之
至
、
誠
以
可 

有
加
与
候
、
仍
従 

尾
州
様

（
陶
晴
賢
）

、
対
座
主
御
坊
、
以
御
書
被
仰
遣
候
、
重
畳
雖
辛
労
之
儀
候
、
有
持
参
、
堅 

固
成
就
候
様
ニ
、
可
被
相
調
事
肝
要
候
、
一
所
衆
事
、
是
又
可
有
随
遂
候
、
出
陣
之
儀
延
引
不
苦
候
、
可 

被
得
其
意
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 
 

天
文
廿
二
年
三
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

尚
秀

（
寺
内
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直
頼

（
国
分
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良
喜

（
吉
田
） 

 
 
 

寺
内
治
部
允
殿 

 
 
 

此
状
吉
留
村
善
四
郎
所
持
す 

 

【
史
料
十
四
】
は
、
陶
晴
賢
の
命
に
よ
り
、
氏
続
（
七
十
七
代
）
と
そ
の
子
で
あ
る
千
代
松
が
鍋
寿
丸
方
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
元
来
、
氏
続

は
隆
尚
（
正
氏
）
と
の
確
執
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
四
節
・
第
五
節
に
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ゆ
え
に
隆
尚
の
子
で
あ
る
鍋
寿
丸
が
大
宮
司
に
な
っ
た
こ
と
は
、
氏

続
に
と
っ
て
は
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
鍋
寿
丸
の
宗
像
入
部
の
状
況
と
し
て
『
宗
像
記
追
考
』
を
示
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
氏
男
ノ
実
父
氏
続
并

宗
像
在
住
ノ
御
家
人
、
立
腹
シ
テ
、
各
一
揆
シ
、
曽
テ
同
意
セ
ズ
、
其
謂
レ
ハ
、
氏
続
ノ
末
子
氏
男
ノ
御
世
継
ニ
立
ン
ト
云
、
氏
続
又
同
意
タ
ル
ニ
依
テ
ナ
リ
」
と
、

氏
男
の
後
継
者
と
し
て
末
子
で
あ
る
千
代
松
を
推
す
動
き
を
氏
続
が
取
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。
陶
晴
賢
と
し
て
は
、
宗
像
で
の
影
響
力
を
確
た
る
も
の

と
す
る
た
め
に
、
ま
た
鍋
寿
丸
方
と
す
れ
ば
、
再
び
大
宮
司
職
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
起
こ
り
、
そ
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
大
宮
司
職
の
分
掌
が
再
び
な
さ
れ
る
こ
と
を

危
惧
し
た
対
応
で
あ
ろ
う
が
、
氏
貞
が
最
後
の
大
宮
司
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
要
因
と
し
て
、
氏
貞
の
後
継
者
た
る
男
子
が
夭
逝
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
こ
の
氏
続
・

千
代
松
親
子
の
死
亡
に
よ
り
宗
像
大
宮
司
家
と
し
て
の
後
継
者
を
立
て
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
天
文
二
十
四
年
（
一
五

五
五
）
に
は
陶
晴
賢
が
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
は
大
内
義
長
が
立
て
続
け
に
毛
利
元
就
に
討
た
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
後
ろ
盾
を
失
う
こ
と
で
、
氏
貞
は
毛
利

氏
と
大
友
氏
の
間
で
翻
弄
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

  

七
、
大
友
氏
と
毛
利
氏
に
対
す
る
氏
貞
の
動
向 
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天
文
二
十
年
に
大
内
義
隆
が
陶
晴
賢
に
討
た
れ
、
大
友
義
鎮
の
弟
で
あ
る
義
長
（
晴
英
）
が
大
内
家
の
家
督
を
継
ぐ
。
実
質
的
に
は
晴
賢
が
実
権
を
握
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
が
、
大
内
氏
と
大
友
氏
と
の
関
係
は
落
ち
着
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
内
家
内
で
は
義
隆
を
討
っ
た
晴
賢
に
対
抗
す
る
勢
力
が
出
て
く
る
よ
う
に

な
り
、
鍋
寿
丸
ら
宗
像
勢
は
晴
賢
方
に
加
勢
を
し
て
お
り
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
に
は
、
筑
前
怡
土
郡
の
高
祖
里
城
を
居
城
と
す
る
原
田
隆
種
（
義
隆
の
女

を
娶
っ
て
い
る
。
義
隆
に
近
い
家
臣
と
言
え
る
）
を
攻
め
て
い
る
７
０

。
ま
た
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
で
は
、
石
見
国
三
本
松
城
（
津
和
野
城
）
の
吉
見
正
頼

を
攻
め
て
い
る
。
『
宗
像
記
追
考
』
で
は
こ
の
時
の
こ
と
を
、
「
天
文
二
十
三
年
ニ
石
州
津
和
野
三
本
松
ノ
城
主
吉
見
三
河
守
謀
叛
ノ
時
ニ
、
陶
討
手
ニ
ム
カ
ハ
ル
ル

時
、
氏
貞
ヨ
リ
ノ
加
勢
ト
シ
テ
、
吉
田
・
占
部
・
石
松
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、
三
百
騎
ヲ
相
添
」
と
記
し
て
お
り
、
鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
は
参
陣
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

７
１

鍋
寿
丸
は
、
天
文
二
十
一
年
に
、
黒
川
姓
か
ら
宗
像
姓
に
復
し
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鍋
寿
丸
が
大
宮
司
の
身
に
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
石
見
国
へ
の
遠
征
は
宗
像
の
地
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
大
宮
司
在
任
中
は
「
不
出
闕
外
上
」
と
い
う
大
宮
司
の
要
件
が
、

鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
鍋
寿
丸
は
、
晴
賢
方
と
し
て
大
内
家
に
対
し
、
宗
像
の
地
よ
り
奉
公
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
た
め
か
当
時
の
大
内
と
大
友
の
関
係
性
に
お
い
て
、
大
友
氏
が
宗
像
に
対
し
て
敵
対
的
な
動
向
を
示
す
姿
は
さ
ほ
ど
見
え
て
こ
な
い
。 

さ
て
本
節
は
、
大
内
家
滅
亡
以
降
の
毛
利
氏
と
大
友
氏
と
の
対
立
の
中
で
、
そ
の
間
に
挟
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
武
役
（
在
地
領
主
）
と
し
て
の
氏
貞
の
動
向
を
、
毛

利
と
大
友
の
和
議
が
結
ば
れ
る
永
禄
七
年
ま
で
を
中
心
に
探
っ
て
み
た
い
。 

  

【
史
料
十
五 

大
友
氏
年
寄
連
署
書
状
】
７
２ 

 

就
今
度
秋
月
御

（

文

種

）

成
敗
、
鍋
寿
方
別

（
宗
像
氏
貞
）

而
可
有
馳
走
之
由
、
以 

神
裁
承
候
之
条
、
則
至 

御
座
所
令
注
進
候
、 

定
而
直
可
被
成 

御
感
候
、
此
節
文
種
被
加
御
誅
伐
候
事
、
鍋
寿
方
永
々
御
安
堵
之
基
候
之
間
、
可
被
尽 

粉
骨
事
、
無
申
迄
候
、
然
者
近
々
於
秋
月
宅
所
可
取
懸
覚
悟
候
、
発
向
之
砌
、
火
之
色
次
第
、
不
移
時
日 

被
懸
出
、
可
被
相
動
事
専
要
候
、
聊
不
可
有
油
断
之
儀
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 

六
月
五
日

（
弘
治
三
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

鑑
続

（
臼
杵
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
増

（
吉
岡
）

（
花
押
） 
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鑑
生

（
田
北
）

（
花
押
） 

 
 
 

寺
内
治
部
丞

（

秀

郷

）

殿 

 
 
 

藤 
入
道

（
吉
田
良
喜
）

殿 

 
 
 

寺
内
備
後
守

（

尚

秀

）

殿 

 

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
、
毛
利
氏
が
大
内
氏
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
か
の
ご
と
く
、
大
友
氏
も
筑
前
へ
の
動
き
を
見
せ
、
鍋
寿
丸
と
の
接
触
を
持
つ
よ 

う
に
な
る
。
同
年
、
毛
利
方
の
秋
月
文
種
成
敗
の
た
め
、
大
友
氏
に
そ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
氏
貞
に
は
、
大
友
家
加
判
衆
（
大
友
家
重
臣
）
よ
り
戦
功
と
し
て
宗
像

に
お
け
る
安
堵
が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
【
史
料
十
五
】
。
後
見
が
い
な
く
な
っ
た
鍋
寿
丸
に
お
い
て
は
、
大
友
氏
が
そ
れ
に
代
わ
る
存
在
と
な
る
か
試
金

石
と
な
る
戦
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
六
月
二
十
八
日
「
大
友
義
鎮
書
状
写
」
で
は
、
「
義
鎮
聞
宗
像
氏
貞
起
兵
、
拠
筑
前
許

斐
城
」
と
宗
像
氏
貞
が
兵
を
挙
げ
、
宗
像
郡
に
あ
る
許
斐
城
に
籠
城
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
討
つ
よ
う
に
と
大
友
家
家
臣
麦
生
鑑
光
に
命
令
を
下
し
て
い
る
。
７
３

宗

像
大
宮
司
の
拠
点
は
白
山
城
で
あ
る
が
、
許
斐
城
は
そ
の
支
城
で
あ
り
、
一
族
の
許
斐
氏
が
城
主
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
氏
貞
の
挙
兵
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
大

友
氏
と
の
間
に
何
か
し
ら
の
問
題
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
、
氏
貞
は
毛
利
方
に
与
す
る
方
針
に
転
じ
た
と
思
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
翌
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
は
、
「
宗
像
第
一
御
宝
殿
置
札
」
に
よ
る
と
「
永
禄
二
年
己
未
九
月
廿
五
日
、
豊
家
祇
候
之
鎮
氏
、
語
御
家
人
、
数
万
騎
俄

襲
来
、
成
社
乱
之
間
、
一
社
之
軍
兵
、
奉
守
護
社
務
様
、
到
大
嶋
取
退
、
其
節
豊
芸
義
絶
、
偏
為
胡
越
隔
之
条
、
憑
毛
利
元
就
、
御
在
嶋
堅
固
也
」
と
あ
り
、
大
友
の

侵
攻
に
よ
り
、
鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
の
軍
勢
は
中
津
宮
の
あ
る
大
島
（
宗
像
よ
り
沖
合
１
０
キ
ロ
ほ
ど
に
あ
る
）
に
追
わ
れ
て
し
ま
う
。
７
４

や
は
り
「
憑
毛
利
元
就
」

と
あ
る
よ
う
に
、
大
友
方
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
お
い
て
も
、
宗
像
と
毛
利
の
関
係
を
、
「
大
内
家
断
絶
之
後
、
永

禄
二
己
未
芸
州
毛
利
元
就
公
之
属
幕
下
」
と
し
、
毛
利
方
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
７
５

ま
た
こ
の
永
禄
二
年
は
、
大
友
義
鎮
が
九
州
探
題
に
補
任
さ
れ
、
豊

後
・
豊
前
・
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
の
守
護
と
し
て
勢
力
を
伸
ば
す
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。
永
禄
期
に
入
る
と
、
鍋
寿
丸
か
ら
氏
貞
と
名
を

改
め
、
近
臣
た
ち
に
所
領
や
知
行
を
与
え
る
な
ど
地
盤
固
め
を
始
め
る
。
お
そ
ら
く
大
内
氏
が
滅
亡
し
た
こ
と
で
、
そ
の
意
向
を
伴
わ
ず
、
氏
貞
自
身
に
よ
っ
て
そ
れ

ら
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
ま
だ
氏
貞
が
宗
像
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
大
友
氏
に
対
抗
で

き
る
ほ
ど
の
力
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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『宗像市史』史料編第二巻中世Ⅱを参照して作成 右欄の数字は史料通し番号 

 
☆
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
か
ら
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
ま
で
に
見
ら
れ
る
知
行
安
堵
な
ど 

               

    

 

永
禄
三
年(

一
五
六
〇)

三
月
二
十
八
日
、
氏
貞
の
念
入
り
な
手
回
し
の
成
果
で
あ
ろ
う
か
、
大
友
勢
を
退
け
、
大
島
よ
り
宗
像
に
復
す
る
。
７
６

そ
の
後
、
氏
貞
は
近

永禄元年１０月５日 実相院益心に宗像郡西郷氷上領の内三町を与える 386 

永禄２年６月２８日 吉田重致に宗像郡西郷の内五町を与える 389 

永禄２年９月２日 吉田重致に一町九段の地を与える 392 

永禄２年９月５日 占部尚持に遠賀郡手野郷の内一町と屋敷を与える 393 

永禄２年９月１４日 占部尚持に宗像郡津丸片熊名と西郷の内二町を与える 394 

永禄２年９月２５日、大友の侵攻により、氏貞ら大島に逃れる 

永禄２年１０月１３日 大島渡海に従った瓜生益定の忠節を称える 397 

永禄３年２月１１日 石松掃部允、野生源三ら、氏貞に忠誠を誓う 404 

永禄３年２月１７日 勝浦浜与三右衛門に勝浦郷の一反を与える 406 

永禄３年３月１６日 野生源三に大穂村の五町を与える 409 

永禄３年３月２６日  野生源三に知行の不足分を与える 410 

永禄３年３月２７日 竹井重頼に遠賀郡遠賀庄天野郷に知行を与える 413 

永禄３年３月２８日、大島を出て許斐城を奪還する 

永禄３年４月２日 吉田秀時に遠賀郡山田郷に知行を与える 415 

永禄３年４月３日 石松典宗を摂津守に任じる 416 

永禄３年４月３日 石松尚季を但馬守に任じる 417 

永禄３年４月５日 吉田守致を弾正忠に任じる 418 

永禄３年４月１５日 瓜生益定に遠賀庄山田郷の代官職を預ける 419 

永禄３年６月２日 嶺氏慮に代々の知行と戦功の加恩を与える 423 

永禄３年６月１４日 吉田貞辰に遠賀庄内に知行を与える 424 

永禄３年６月２４日 占部尚持に鞍手郡沼口村地頭職を与える 425 

永禄３年６月２４日 占部尚持に宗像郡に所領を与える 426 
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臣
及
び
対
大
友
で
の
戦
功
者
へ
の
官
途
状
を
出
し
、
知
行
安
堵
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
知
行
安
堵
、
補
任
、
加
恩
を
行
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
宗
像
の
地

に
基
盤
を
持
た
な
い
氏
貞
に
と
っ
て
、
武
役
（
在
地
領
主
）
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
勢
力
の
安
定
と
拡
充
を
図
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
桑
田
和
明
氏
は
、
氏
貞
が
毛
利
氏
や
大
友
氏
と
い
う
戦
国
大
名
の
間
に
あ
っ
て
、
領
主
制
を
展
開
し
よ
う
と
し
、
家
臣
に
発
給
す
る
官
途
状
で
は
、
氏
貞
を
頂
点

と
し
た
名
誉
秩
序
体
系
を
作
り
上
げ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
７
７

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
四
月
に
再
び
大
友
勢
が
許
斐
城
を
攻
め
る
も
、
氏
貞
は
こ
れ
を
退
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
の
頃
に
は
氏
貞
を
中
心
と
す
る
体
制
が
整
っ
て
き
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
７
８

。 

  【
史
料
十
六 

聖
護
院
道
増
書
状
】
７
９ 

 

豊
芸
和
平
之
事
、
為 

上
意
堅
固
之
仰
故
、
存
分
互
雖
在
之
、
被
応
申
、
一
段
入
魂
之
姿
候
、

（

次

第

ヵ

）

早
々
可
申
来 

之
処
、
遠
境
依
無
案
内
、
自
芸
州
可
被
申
理
由
申
候
キ
、
其
御
家
之
事
、
不
混
自
余
子
細
共
候
哉
、
別
而
京 

都
之
儀
、
於
無
御
疎
略
者
、
涯
分
可
馳
走
心
中
候
、
万
端
向
後
者
可
申
承
候
、
仍
為
祝
義
、

（
儀
）

太
刀
一
腰
進
之 

候
、
猶
矢
嶋
治
部
少
輔
可
申
候
也
、
謹
言
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

八
月
三
日

（
永
禄
六
年
カ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
花
押
）

（
聖
護
院
道
増
） 

 
 
 
 
 

宗
像
大
宮
司

（

氏

貞

）

殿 

 
 

 

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
か
ら
始
ま
る
豊
前
門
司
城
で
の
戦
い
に
お
い
て
、
将
軍
足
利
義
輝
の
意
向
に
よ
り
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
和
睦

が
進
め
ら
れ
、
氏
貞
に
も
そ
の
和
睦
を
受
け
入
れ
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
【
史
料
十
六
】
。
８
０

こ
の
時
期
の
義
輝
は
将
軍
の
権
威
回
復
の
た
め
、
全
国
の

諸
大
名
間
の
対
立
に
和
議
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
前
段
階
に
お
い
て
、
義
輝
の
命
を
受
け
た
聖
護
院
道
増
が
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
、
出
雲
の
尼
子
氏
と

毛
利
氏
の
和
睦
に
動
き
出
す
が
、
そ
れ
が
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め
、
次
い
で
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
和
睦
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
８
１

。
こ
の
和
睦
は
翌
永
禄
七

年
（
一
五
六
四
）
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
毛
利
元
就
は
氏
貞
の
家
臣
等
に
、
聖
護
院
道
増
と
同
様
に
、
こ
の
和
睦
を
受
け
入
れ
る
よ
う
書
状
を
出
し
て
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い
る
。 

 

【
史
料
十
七 

毛
利
元
就
書
状
写
】
８
２ 

 

 
 

今
度
豊
州
此
方
半
之
儀
、
為 

上
意
聖
護
院
殿
頻
被
仰
扱
候
、
此
口
之
事
茂
当
時
鉾
楯
最
中
之
儀
条
々
、 

 
 

先
以
応
御
下
知
候
、
仍
旁
御
進
退
之
事
、
如
前
々
聊
不
可
有
相
違
之
旨
聢
申
定
候
、
於
此
段
者
可
御
心 

安
候
、
御
手
前
弥
堅
固
之
御
覚
悟
肝
要
候
、
何
様
近
日
以
使
者
可
申
述
候
条
、

閣
（
擱
）

筆
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 

七
月
廿
八

（
永
禄
七
年
）

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
就

（
毛
利
） 

 
 

許
斐
左
京
亮
殿
御
宿
所 

 
 
 

此
状
安
武
判
助
所
持 

  

同
様
の
書
状
が
、
吉
田
重
到
、
占
部
賢
安
、
占
部
尚
安
、
吉
田
秀
時
に
も
送
ら
れ
て
お
り
、
和
睦
受
け
入
れ
に
対
す
る
元
就
の
入
念
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
道
増
、
元
就
が
、
こ
の
よ
う
に
和
睦
の
受
け
入
れ
を
強
く
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
像
で
こ
の
和
睦
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
永
禄
七
年
頃
と
思
わ
れ
る
氏
貞
の
書
状
の
な
か
に
、
今
回
の
和
睦
に
お
け
る
香
春
岳
の
破
却
に
同
意
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。
香
春
岳
は
豊
前
田
川
郡
に
あ
る
天
然
の
要
害
で
あ
り
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
後
へ
と
つ
な
が
る
要
衝
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
ば
し
ば
戦
場
と
な
っ
て
い
た
。

氏
貞
は
「
彼
山
（
香
春
岳
）
破
却
候
者
、
現
未
来
共
ニ
九
州
御
弓
箭
根
元
被
差
捨
迄
ニ
候
、
（
中
略
）
香
春
岳
事
、
別
而
従
豊
州
被
申
妨
儀
茂
近
国
無
双
之
山
之
故
ニ

候
、
雖
御
賢
慮
之
前
候
、
乍
恐
去
年
以
来
豊
前
江
之
姿
者
、
御
和
睦
之
儀
、
余
ニ
ふ
た
〳
〵
と
御
調
候
条
、
両
国
成
立
于
今
相
支
事
而
已
候
、
無
是
非
候
」
と
、
香
春

岳
の
重
要
性
を
説
き
、
ま
た
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
間
で
和
睦
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
８
３

こ
の
和
睦
で
毛
利
氏
が
九
州
を
撤

退
す
れ
ば
、
宗
像
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
諸
勢
力
に
と
っ
て
も
大
友
氏
の
脅
威
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
氏
貞
と
し
て
は
こ
の
和
睦
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
毛
利
と
大
友
の
両
氏
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
宗
像
の
地
を
守
ろ
う
と
す
る
氏
貞
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

さ
て
本
節
冒
頭
で
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
、
大
友
義
鎮
が
鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
に
秋
月
文
種
の
成
敗
を
求
め
た
【
史
料
十
五
】
を
示
し
、
翌
永
禄
元
年
（
一
五
五
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八
）
に
は
、
氏
貞
が
大
友
氏
に
対
し
て
挙
兵
す
る
様
子
を
説
明
し
た
。
そ
こ
で
、
氏
貞
が
な
ぜ
大
友
氏
か
ら
毛
利
氏
に
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
を
次
の
史
料
に
て
、

そ
の
一
因
を
推
察
し
て
み
た
い
。 

  

【
史
料
十
八 

大
友
宗
麟
書
状
】
８
４ 

 

先
年
秋
月
文
種
退
治
之
砌
、
被
抽
大
忠
、
貞
心
無
比
類
候
之
処
、
以
讒
人
之
所
行
、
一
節
隔
心
絶
言
語
候
、 

自
今
以
後
聊
無
他
之
妨
可
申
談
之
外
、
不
存
余
儀
候
、
仍
氏
貞
被

（

宗

像

）

拘
来
候
社
領
・
武
領
之
事
、
向
後
御
心
底 

於
無
変
化
者
、
永
々
不
可
有
相
違
候
、
加
恩
等
之
儀
、
必
忠
貞
次
第
可
顕
志
之
趣
、
猶
年
寄
共
可
申
候
、
恐 

々
謹
言
、 

 
 
 

三
月
十
三
日

（

永

禄
十

年
カ

） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

宗
麟

（
大
友
）

（
花
押
） 

 
 
 
 

宗
像
大
宮
司

（

氏

貞

）

殿 

   

大
友
宗
麟
は
氏
貞
に
対
し
、
弘
治
三
年
の
秋
月
文
種
退
治
の
戦
功
と
し
て
、
「
社
領
・
武
領
」
の
安
堵
を
、
十
年
越
し
と
な
る
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
に
行
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
『
宗
像
社
大
社
文
書
』
で
は
こ
の
書
状
の
大
意
と
し
て
、
「
大
友
宗
麟
、
当
社
大
宮
司
氏
貞
に
秋
月
文
種
誅
伐
に
お
け
る
戦
功
を
改
め
て
賞
し
、
社

領
・
武
領
を
安
堵
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
弘
治
三
年
の
時
点
で
す
で
に
安
堵
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
【
史
料
十
五
】

で
は
、
「
然
者
近
々
於
秋
月
宅
所
可
取
懸
覚
悟
候
」
「
可
被
相
動
事
専
要
候
」
と
、
近
々
秋
月
へ
の
取
懸
が
あ
る
の
で
そ
の
覚
悟
と
、
し
っ
か
り
事
に
当
た
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
安
堵
の
約
束
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
【
史
料
十
八
】
で
は
、

宗
麟
は
氏
貞
の
当
時
の
戦
功
を
賞
す
る
も
の
の
、
「
以
讒
人
之
所
行
、
一
節
隔
心
絶
言
語
候
、
自
今
以
後
聊
無
他
之
妨
可
申
談
之
外
」
と
氏
貞
の
戦
功
に
つ
い
て
讒
言

す
る
者
が
あ
り
、
お
互
い
に
行
き
違
い
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
な
い
よ
う
に
す
る
と
言
い
訳
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
氏
貞
が
戦
功
を
あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
友
氏
は
安
堵
の
約
束
を
反
故
に
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
氏
貞
が
毛
利
側
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に
与
し
て
挙
兵
し
た
の
に
も
理
解
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

  

【
史
料
十
九 
大
友
宗
麟
書
状
】
８
５ 

 

今
度
氏
貞
事

（

宗

像

）

、
改
先
非
、
向
後
可
被
励
懇
忠
之
趣
、
翻
宝
印
以 

神
載
承
候
、
尤
肝
要
候
、
既
不
可
有 

 
 

隔
心
之
段
申
出
候
上
者
、
縦
如
何
躰
之
讒
人
雖
有
之
、
為
宗
麟
、

（

大

友

）

諸
神
八
幡
、
天
神
茂

照
覧
不
可
有
別 

儀
之
条
、
自
今
以
後
、
無
疑
心
、
忠
貞
之
御
覚
悟
専
一
候
、
猶
年
寄
共
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

三
月
十
三
日

（

永

禄
十

年
カ

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宗
麟

（
大
友
）

（
花
押
） 

 
 
 
 

宗
像
大
宮
司

（

氏

貞

）

殿 

  

氏
貞
が
、
毛
利
と
の
「
先
非
」
を
改
め
て
、
こ
れ
か
ら
は
宗
麟
に
対
す
る
忠
節
に
励
む
と
い
う
起
請
文
を
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
起
請
文
が
氏
貞
よ
り
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
の
【
史
料
十
八
】
・
【
史
料
十
九
】
（
い
ず
れ
も
同
月
同
日
付
け
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
宗
麟
は
「
縦
如
何
躰
之
讒
人
雖
有
之
、
為

宗
麟
、
諸
神
八
幡
、
天
神
茂

照
覧
不
可
有
別
儀
之
条
」
と
、
た
と
え
讒
人
が
い
よ
う
と
も
宗
麟
に
は
別
儀
が
無
い
こ
と
を
示
し
、
氏
貞
に
も
疑
心
を
持
つ
こ
と
無
く
、

忠
貞
が
肝
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
氏
の
関
係
は
良
好
に
向
か
わ
な
か
っ
た
の
か
、
永
禄
十
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
大
友
勢
が
宗
像
郡
に
侵
入
し
、
宗
像

勢
と
一
戦
を
交
え
る
事
態
が
起
き
る
の
で
あ
る
。
８
６ 

 
 

天
文
二
十
年
に
氏
貞
が
、
幼
少
な
が
ら
陶
晴
賢
と
父
隆
尚
の
側
近
等
の
後
ろ
盾
を
得
て
、
宗
像
の
地
に
入
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
決
し
て
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
氏
貞
は
山
口
で
生
ま
れ
、
黒
川
姓
で
も
あ
り
、
あ
る
意
味
そ
れ
ま
で
宗
像
の
地
と
は
無
縁
の
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

大
内
家
滅
亡
ま
で
は
隆
尚
と
同
様
に
大
内
家
に
奉
公
を
し
、
そ
の
な
か
で
宗
像
で
の
地
盤
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
奉
公
し
て
い
た
大
内
氏
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を
討
っ
た
毛
利
氏
で
は
な
く
、
弘
治
三
年
の
秋
月
文
種
征
伐
で
は
大
友
氏
に
与
し
た
。
だ
が
、
武
役
社
役
の
安
堵
の
問
題
で
大
友
氏
に
対
す
る
疑
心
が
生
ま
れ
た
の
か
、

そ
の
後
は
毛
利
方
に
付
く
こ
と
で
、
大
友
氏
と
敵
対
関
係
と
な
る
。
永
禄
七
年
の
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
和
議
で
は
、
彼
ら
の
理
屈
で
香
春
岳
が
破
却
さ
れ
よ
う
と
し
た

こ
と
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
受
け
入
れ
に
難
色
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
和
議
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
の

も
の
で
あ
り
、
毛
利
氏
が
九
州
よ
り
撤
退
す
る
の
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
宗
像
勢
は
変
わ
ら
ず
毛
利
氏
と
共
に
、

大
友
氏
に
対
峙
し
て
い
た
。
こ
の
毛
利
氏
の
撤
退
に
よ
り
、
氏
貞
は
大
友
氏
と
和
睦
を
し
、
一
応
は
毛
利
氏
と
大
友
氏
と
狭
間
に
置
か
れ
る
状
況
か
ら
は
解
消
さ
れ
る

に
到
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
８
７ 

 
 

 

八
、
大
宮
司
氏
貞
の
社
役
と
し
て
の
動
向 

   

宗
像
大
宮
司
と
い
う
「
神
官
領
主
」
で
あ
る
氏
貞
に
と
っ
て
、
毛
利
氏
や
大
友
氏
と
の
対
応
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
社
役
と
し
て
宗
像
社

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
天
文
二
十
年
に
山
口
か
ら
宗
像
に
入
る
が
、
そ
れ
は
「
強
入
部
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
前
大
宮
司
で
あ
っ

た
氏
男
の
父
で
あ
る
氏
続
に
よ
る
抵
抗
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宗
像
社
内
部
に
お
い
て
は
、
混
乱
が
生
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

  

【
史
料
二
十 

宗
像
宮
年
中
御
神
米
立
用
田
数
注
文
】
８
８ 

 
 
 

 
 

宗
像
宮
年
中
御
神
米
立
用
田
數
事 

 
 
 

合 

 

一
上
八
村

（

宗

像
郡

）

郷
参
町 

 
 

一
河
東
郷

（

宗

像
郡

）

参
町 

 

一
河
西
郷

（

宗

像
郡

）

参
町 

 
 
 

一
怒
山
郷

（

宗

像
郡

）

拾
伍
町
加勝

之浦

、村 

 

一
東
郷
拾

（

宗

像
郡

）

十
二
町 

 
 

一
村
山
田

（

宗

像
郡

）

郷
八
町 
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一
本
木
郷

（

宗

像
郡

）

柒
町 

 
 
 

一
内
殿
郷

（

宗

像
郡

）

八
町 

 

一
土
穴
郷

（

宗

像
郡

）

十
二
町 

 
 

一
山
口
郷

（

鞍

手
郡

）

拾
貳
町 

 

一
宮
地
郷

（

宗

像
郡

）

壹
町 

 
 
 

一
田
野
郷

（

宗

像
郡

）

三
町 

 

一
池
田
郷

（

宗

像
郡

）

拾
町 

 
 
 

一
在
自
郷

（

宗

像
郡

）

参
町 

 

一
山
田
村

（

宗

像
郡

）

貳
町 

 
 
 

已
上
百
町 

右
、
諸
社
之
御
祭
礼
立
用
米
、
旧
規
之
次
第
雖
在
之
、
社
乱
以
来
依
無
其
沙
汰
、
度
々 

御
神
詫
驚

（
託
）

 

入
存
、
先
以
百
町
立
置
之
、
如
前
々
不
改
社
例
之
間
、
於
彼
田
数
聊
不
可
有
他
妨
候
、
仍
令
奉
納
所 

之
状
如
件
、 

 

永
禄
四
年
酉辛
六
月
朔
日 

長
吏
大
宮
司
氏
貞
（
花
押
） 

  

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
、
御
祭
礼
の
た
め
の
御
神
米
が
「
社
乱
以
来
依
無
其
沙
汰
」
と
、
沙
汰
が
無
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
対
応
と
し
て
、
氏
貞
が
百
町

を
奉
納
し
て
い
る
。
こ
の
「
社
乱
」
が
、
氏
貞
が
宗
像
に
入
部
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
か
、
ま
た
氏
貞
が
大
友
氏
に
攻
め
ら
れ
大
島
に
逃
げ
て
い
た
時
の
こ
と
な
の

か
、
具
体
的
に
何
時
を
指
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
宗
像
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
」
で
は
、
「
依
大
内
多
々
良
御
児
孫
中
絶
、
豊
筑
両
国
属
豊
刕
大
友
之

御
幕
下
之
条
、
当
社
茂
雖
被
準
其
儀
、
有
御
内
敵
、
動
諍
社
職
、
（
略
）
永
禄
弐
年
未巳
九
月
二
十
五
日
豊
家
祗
候
之
鎮
氏
、
語
御
家
人
、
数
万
騎
俄
襲
来
、
成
社
乱

之
間
、
一
社
之
軍
兵
、
奉
守
護 

社
務
様
、
到
大
嶋
取
退
」
と
あ
る
。
８
９

大
内
滅
亡
後
の
状
況
と
し
て
、
宗
像
社
内
に
敵
が
お
り
、
社
職
を
争
い
か
ね
な
い
状
況
と
、

大
友
勢
の
侵
入
に
よ
る
社
乱
を
示
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。 

た
だ
氏
貞
（
鍋
寿
丸
）
が
宗
像
の
地
に
入
る
こ
と
で
社
内
に
動
揺
が
生
ま
れ
、
宗
像
社
内
で
は
祭
礼
が
滞
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
祭
礼
の
懈
怠

が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
周
囲
に
大
宮
司
と
し
て
の
氏
貞
の
存
在
を
示
す
機
会
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
一
節
【
史
料
二
】
で
述
べ
た
が
、

大
宮
司
（
＝
社
務
）
は
「
一
事
以
上
執
‐
行
社
務
之
間
、
且
専
神
祭
、
致
御
祈
祷
」
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
氏
貞
に
よ
り
宗
像
勢
に
対
し
て
知
行
安
堵

や
戦
功
加
恩
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
宗
像
社
へ
御
祭
礼
立
用
米
を
寄
進
す
る
こ
と
で
、
武
役
と
社
役
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
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永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
十
一
月
五
日
、
辺
津
宮
第
一
宮
の
仮
殿
の
遷
宮
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
四
月
二
十
四
日
に
、
「
自
御
内
陣
放
火
、

有
御
煙
上
、
灯
明
之
火
共
云
、
天
火
共
云
、
（
略
）
奉
始
尊
躰
、
数
多
之
御
神
宝
恢
尽
」
と
社
殿
な
ど
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
造
営
の
た
め
の
仮
殿
遷
宮

を
行
っ
て
い
る
。
９
０

当
時
は
大
内
氏
が
毛
利
氏
に
討
た
れ
た
直
後
の
こ
と
で
即
座
の
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
本
殿
の
落
成
・
遷
座
は
、
天
正
六

年
（
一
五
七
八
）
の
こ
と
で
あ
り
、
焼
失
し
て
か
ら
実
に
二
十
一
年
の
年
月
を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
氏
貞
に
よ
る
社
殿
造
営
は
、
幾
つ
か
見
受
け
ら
れ
、

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
、
鞍
手
郡
室
木
村
第
二
宮
の
造
営
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
、
久
原
の
六
御
前
社
の
造
営
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
、
王
丸
の
若
宮
八

幡
宮
の
造
営
が
あ
る
。
９
１ 

 

そ
し
て
氏
貞
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
、
延
暦
寺
の
僧
で
あ
る
仁
秀
よ
り
、
「
神
道
八
箇
条
之
内
吉
田
流
、
付
遷
宮
事
」
・
「
神
道
榊
葉
之
大
事
」
・
「
伊
勢

大
神
宮
日
参
大
事
」
・
「
三
種
神
祇
幷
祝
詞
大
事
」
・
「
御
即
位
大
事
」
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
９
２

仁
秀
に
つ
い
て
は
、
「
叡
山
御
能
化
堅
者
仁
秀
法
印
不
慮
到
此

堺
、
御
下
向
之
由
、
氏
貞
朝
臣
有
御
崇
敬
、
神
道
一
流
相
伝
」
と
あ
り
、
宗
像
へ
下
向
の
際
に
伝
授
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
９
３

ま
た
仁
秀
は
、
宗
像
社
神
宮
寺
で

あ
る
鎮
国
寺
の
住
寺
職
に
就
い
て
い
る
。
桑
田
和
明
氏
は
天
台
宗
の
僧
で
あ
る
仁
秀
が
、
吉
田
神
道
及
び
両
部
神
道
の
流
れ
を
伝
授
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
外

部
か
ら
宗
像
に
入
部
し
た
氏
貞
は
、
「
神
官
領
主
」
と
し
て
の
地
位
を
内
外
と
も
に
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
社
役
の
面
で
も
祭
礼
米
の
寄
進
や
諸
社
の
社
殿

造
営
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
ま
た
氏
貞
自
身
に
お
い
て
は
、
朝
廷
に
中
納
言
の
叙
任
を
請
う
こ
と
で
、
大
宮
司
と
し
て
の
正
当
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

９
４

こ
の
こ
と
は
桑
田
氏
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
大
宮
司
家
始
祖
の
清
氏
が
中
納
言
の
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
氏
貞
は
執
拗
に
中
納
言
の
叙
任
を
望
ん

だ
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
叶
っ
て
お
ら
ず
、
宗
像
社
内
に
お
い
て
「
正
三
位
中
納
言
」
と
擬
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
で
、
大
宮
司
職
で
あ
る
自
ら
を
正
当

化
し
、
権
威
付
け
よ
う
と
し
た
こ
と
、
ま
た
大
宮
司
と
い
う
地
位
だ
け
で
な
く
、
中
納
言
に
叙
任
さ
れ
る
こ
と
で
、
領
内
で
の
身
分
秩
序
の
頂
点
に
立
と
う
と
し
て
い

た
と
指
摘
し
て
い
る
９
５ 

 【
史
料
二
十
一 

宗
像
氏
貞
書
状
】
９
６ 

 

「
（
墨
引
）

（
端
裏
ウ
ハ
書
）

 
 
 

学
頭 

 
 
 

氏
貞 

」 

就
忌
子
祝
言
出
仕
之
儀
、
数
度
相
尋
候
処
、
難
成
之
由
申
候
、
無
余
儀
之
候
、
雖
然
且 
神
道
之
事 

候
間
、
是
非
以
了
簡
遂
社
参
候
様
、
可
相
調
事
肝
要
候
、
委
細
石
松
加
賀
守

（

秀

秀

）

可
申
候
、
恐
々
謹
言
、 
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十
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
貞

（
宗
像
）

（
花
押
） 

  

年
不
祥
で
あ
る
が
、
忌
子
・
祝
言
ら
に
出
仕
に
つ
い
て
数
度
尋
ね
て
も
応
じ
て
く
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
是
非
よ
く
考
え
社
参
す
る
よ
う
に
調
整
し
て
ほ
し
い
と
学
頭

に
頼
ん
で
い
る
。
氏
貞
の
度
重
な
る
尋
ね
に
応
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
氏
貞
と
両
氏
の
間
に
何
か
し
ら
の
確
執
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
重
ね
て
述
べ

て
き
た
が
、
氏
貞
の
宗
像
入
部
は
強
引
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
ざ
る
者
た
ち
が
い
た
と
示
し
て
き
た
。
『
宗
像
郡
志
』
所
載
の
「
深
田
氏
家
系
」
に
て
忌

子
千
秋
に
つ
い
て
、
「
大
宮
司
氏
雄
ノ
家
亡
フ
。
同
（
天
文
）
廿
一
年
壬
子
年
二
月
、
八
郎
此七

時歳
箱
崎
八
幡
宮
ノ
座
主
赤
幡
坊
ヲ
頼
ミ
為
僧
。
此
時
忌
子
家
依
無
嗣

子
、
永
禄
五
壬
戌
年
十
月
廿
四
日
大
宮
司
氏
貞
ヨ
リ
、
家
臣
石
松
加
賀
守
ヲ
遣
テ
、
是
ヲ
呼
歸
シ
、
忌
子
家
ヲ
續
シ
」
と
あ
り
、
天
文
二
十
年
の
大
内
滅
亡
の
際
に
氏

男
が
亡
く
な
っ
た
後
、
筥
崎
宮
の
社
僧
に
な
っ
た
が
、
忌
子
家
の
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
９
７

【
史
料
二
十
一
】
が
出
さ
れ
た
の
は
年
不
祥
で
あ
る

が
、
十
月
二
十
四
日
と
同
日
で
あ
り
、
ま
た
石
松
加
賀
守
の
名
も
両
方
に
見
ら
れ
る
の
で
、
【
史
料
二
十
一
】
は
永
禄
五
年
と
比
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
桑

田
氏
は
、
こ
の
千
秋
が
氏
続
・
氏
男
系
統
の
人
物
で
あ
り
、
氏
貞
の
家
督
継
承
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
を
忌
子
禰
宜
系
図
上
の
人
物
と
実
在
の
宗
像
一
族
の
人
物
を
系

図
化
し
て
論
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
祝
言
（
祝
詞
）
家
に
つ
い
て
も
永
禄
二
年
の
騒
動
（
大
友
氏
の
宗
像
侵
攻
）
に
て
家
が
断
絶
し
て
い
た
た
め
、
両
家
の
復
活
と
帰

社
を
氏
貞
か
ら
で
は
応
じ
な
い
の
で
、
学
頭
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
史
料
を
永
禄
五
年
と
す
れ
ば
、
毛
利
氏
と
大
友
氏
と
の
和
議
の
気

運
が
出
て
く
る
時
期
で
あ
り
、
さ
ら
に
永
禄
三
年
は
氏
貞
が
大
島
か
ら
再
び
宗
像
に
戻
り
、
永
禄
四
年
に
は
御
神
米
立
用
田
と
し
て
百
町
を
寄
進
す
る
な
ど
、
宗
像
社

内
に
目
を
向
け
る
頃
で
あ
る
。
こ
の
【
史
料
二
十
一
】
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
且 

神
道
之
事
候
間
、
是
非
以
了
簡
遂
社
参
候
様
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
直
訳
す

れ
ば
、
「
ひ
と
ま
ず
神
道
の
事
で
あ
る
の
で
、
是
非
よ
く
考
え
て
社
参
を
し
て
欲
し
い
」
と
な
る
。
お
そ
ら
く
、
宗
像
社
で
の
一
連
の
「
社
乱
」
に
よ
っ
て
、
忌
子
や

祝
言
な
ど
社
家
の
も
の
た
ち
が
、
離
散
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
神
道
之
事
」
、
つ
ま
り
は
祭
祀
が
懈
怠
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
、
彼
ら
が
帰
社
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
【
史
料
二
十
】
で
、
「
社
乱
以
来
依
無
其
沙
汰
」
と
祭
礼
用
途
の
米
が
用
立
た
ず
、
氏
貞
が
寄
進
す
る
こ
と
で
、

祭
祀
の
経
済
的
問
題
を
解
消
で
き
た
と
し
て
も
、
祭
祀
を
司
る
社
家
の
立
て
直
し
も
同
様
に
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

氏
貞
は
毛
利
と
大
友
の
動
向
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
宗
像
社
で
の
体
制
確
立
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
は
氏
貞
が
、
宗
像
に
入
部
の
際
、
武
力
を
前
提
に
大
宮
司

と
な
っ
た
経
緯
か
ら
推
察
す
る
と
、
在
地
の
氏
人
か
ら
正
当
な
大
宮
司
継
承
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
も
、
大
宮
司
と
し
て
の
権
威
付
け
と
求
心
力
を
必
要
と
し

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
内
憂
外
患
の
状
態
で
大
宮
司
と
な
っ
た
氏
貞
が
、
宗
像
を
守
る
大
前
提
と
な
っ
た
の
が
、「
子
々
孫
々
相
伝
の
領
掌
」
と
し
て
の
社
役
武
役

を
司
る
神
官
領
主
と
し
て
の
矜
恃
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
晩
年
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
二
月
に
、「
宗
像
宮
御
庁
着
座
次
第
」
と
「
僧
座
着
座
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次
第
」
を
定
め
た
氏
貞
は
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
三
月
四
日
に
逝
去
す
る
。
最
期
ま
で
宗
像
社
の
整
備
に
務
め
た
の
で
あ
る
。
後
継
者
の
い
な
か
っ
た
宗
像
大

宮
司
家
は
、
氏
貞
に
よ
っ
て
幕
が
閉
じ
る
。 

  

お
わ
り
に 

  

鎌
倉
期
に
入
る
と
、
宗
像
大
宮
司
家
は
御
家
人
と
し
て
幕
府
や
朝
廷
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、
大
宮
司
と
し
て
の
本
分
で
あ
る
祭
祀
を
司
る
役
目
は
、

ど
の
よ
う
な
時
に
で
も
専
一
と
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
社
領
支
配
に
お
い
て
、
神
事
を
通
し
て
の
神
官
領
主
と
い
う
特
殊
的
性
格
か
ら
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
央
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
つ
つ
、
宗
像
の
地
で
祭
祀
を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
か
ら
か
、
大
宮
司
の
職
掌
を
分

割
す
る
こ
と
で
、
武
役
と
社
役
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
宗
像
大
宮
司
の
「
自
発
的
」
分
割
相
続
と
し
て
、
氏
國
（
四
十

二
代
）
の
上
洛
を
は
じ
め
、
関
東
や
六
波
羅
に
い
る
氏
業
と
宗
像
に
い
る
長
氏
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
応
仁
の
乱
の
時
期
に
は
、
分
割
相
続
は
な
く
と
も
氏
業
・
長
氏

父
子
の
よ
う
に
、
宗
像
に
い
る
氏
郷
と
山
口
に
い
る
氏
定
と
い
う
父
子
ラ
イ
ン
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。 

ま
た
大
宮
司
職
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
も
、
『
宗
像
軍
記
』
に
記
さ
れ
た
「
一
度
ツ
ヽ
ハ
大
宮
司
ノ
職
ニ
任
セ
サ
セ
テ
。
恨
憤
ル
事
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ト
」
を
受
け
取

れ
ば
、
大
宮
司
職
の
継
承
が
宗
像
氏
内
で
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
国
期
に
入
る
と
大
宮
司
職
を
め
ぐ
る
争
い
は

大
内
氏
の
介
入
を
も
た
ら
し
、
宗
像
大
宮
司
の
相
続
は
大
内
氏
に
よ
る
「
受
け
身
的
」
な
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
隆
尚
が
大
内
家
に
被
官
す
る
こ

と
で
、
そ
の
つ
な
が
り
は
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
天
文
十
六
年
に
は
、
義
隆
の
意
向
に
よ
り
、
隆
尚
か
ら
氏
男
に
「
一
統
」
と
し
て
武
役
・
社
役
が
譲
ら
れ
た

が
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
に
黒
川
隆
尚
が
歿
す
る
と
、
氏
男
は
山
口
へ
向
か
い
、
隆
尚
の
遺
領
で
あ
る
黒
川
郷
が
与
え
ら
れ
、
名
前
も
義
隆
か
ら
一
字
受
け
、

「
隆
像
」
と
名
乗
っ
た
。
氏
男
は
隆
尚
の
猶
子
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
継
者
と
な
る
こ
と
に
不
自
然
は
な
い
が
、
晩
年
、
隆
尚
に
は
後
の
最
後
の
大
宮
司
と
な

る
氏
貞
（
幼
名
鍋
壽
丸
）
が
産
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は
、
大
内
家
の
内
部
で
陶
晴
賢
が
大
き
な
力
を
つ
け
て
お
り
、
天
文
二
十
年
に
は
大
内
義
隆
を
討
っ
て
い
る
。

鍋
壽
丸
の
母
が
陶
晴
賢
の
姪
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
氏
男
（
隆
象
）
に
は
義
隆
が
、
鍋
壽
丸
に
は
晴
賢
と
い
う
、
対
立
す
る
関
係
性
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
大
内
義
隆
が
討
た
れ
る
こ
と
で
、
中
国
、
九
州
の
情
勢
は
毛
利
氏
と
大
友
氏
の
覇
権
争
い
に
て
混
沌
と
な
っ
て
い
く
が
、
大
内
氏
の
後
ろ
盾
を
失
っ
た
宗
像
社

の
弱
体
化
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
氏
業
は
宝
治
合
戦
後
、
弱
体
化
に
あ
っ
た
宗
像
社
を
分
割
相
続
の
上
、
宗
像
経
営
を
安
定
化
さ
せ
た
が
、
最
後
の
大
宮
司
氏 
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貞
の
動
向
は
社
役
・
武
役
を
分
か
つ
こ
と
な
く
、
宗
像
社
を
守
り
ぬ
く
姿
が
見
い
だ
さ
れ
る
。 

陶
晴
賢
に
擁
さ
れ
た
氏
貞
が
、
宗
像
へ
と
武
力
を
も
っ
て
し
て
入
部
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
在
地
の
氏
人
等
か
ら
決
し
て
快
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
宮
司
氏
正
（
黒
川
隆
尚
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
出
生
は
宗
像
で
は
な
く
大
内
領
内
で
あ
り
、
黒
川
姓
と
し
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
か
、
大
宮
司
の
正
当
性
を
顕
示
す
る
か
の
ご
と
く
、
氏
貞
を
中
心
と
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
氏
貞
の
大
宮
司
と
し
て
の
動
き

は
、
大
友
氏
と
毛
利
氏
と
の
外
部
的
交
渉
、
ま
た
宗
像
社
の
盤
石
化
を
目
指
す
内
部
的
交
渉
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
子
子
孫
孫
相
傳
領
掌
當
社
大
宮
司
職
事
」

と
す
る
大
宮
司
継
承
に
お
い
て
、
氏
貞
の
「
相
伝
の
理
」
は
こ
の
戦
国
の
動
乱
か
ら
宗
像
社
を
守
り
抜
い
た
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

 

 

 

 
 

 

   

        宗像大宮司家 

 

少弐氏 or 大内氏

ＯＲ 

宗像大宮司家 

興氏ＶＳ氏佐（氏國） 

大内氏 大友氏 

大宮司氏貞 

 

大友氏 

毛利氏 
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１ 

 
「
大
宮
院
姞藤

子原
廰
下
文
」
一
一
四 

建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
正
月 

 

（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編 

第
一
巻 

古
代
・
中
世Ⅰ

 

宗
像
市 

一
九
九
五 

以
後
、
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
と
略
） 

 
 

大
宮
院
廰
下 

筑
前
國
宗
像
社
司
等 

 
 
 

可
且
任
代
代
廰
下
文
、
且
依
親
父
氏
業
申

（

宗

像

）

請
、
令
宗
像
長
氏
子
子
孫
孫
、
相
傳
領
掌
當
社
大
宮
司
軄
事 

 

２ 
 

「
源
頼
朝
請
文
案
」
十
三
‐
一
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
八
月
七
日 

（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

３ 
 

小
島
鉦
作
「
筑
前
宗
像
神
社
に
お
け
る
神
主
の
郡
司
兼
帯
と
そ
の
分
離
‐
宗
像
大
宮
司
家
の
武
家
化
と
在
地
領
主
へ
の
発
展
‐
」 

（
小
島
鉦
作
著
作
集
第
三
巻
『
神
社
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
所
収 

吉
川
弘
文
館 

一
九
八
七
） 

４ 
 

石
井
進
「
一
四
世
紀
初
頭
に
お
け
る
在
地
領
主
法
の
一
形
態
‐
「
正
和
二
年
宗
像
社
事
書
条
々
」
お
ぼ
え
が
き
‐
」 

（『
石
井
進
著
作
集 

第
六
巻
』
岩
波
書
店 

二
〇
一
五
） 

５ 
 

正
木
喜
三
郎
「
第
二
編
中
世
の
宗
像 

第
九
章 

宗
像
の
海
と
大
宮
司
」（
正
木
喜
三
郎
『
古
代
・
中
世
宗
像
の
歴
史
と
伝
承
』
岩
田
書
院 

二
〇
〇
四
） 

６ 
 

安
達
直
哉
「
中
世
前
期
の
神
官
領
主
の
存
在
形
態
‐
筑
前
国
宗
像
氏
の
在
地
支
配
を
中
心
に
‐
」（『
西
南
地
域
史
研
究
』
第
二
輯 

一
九
七
八
） 

７ 
 

河
窪
奈
津
子

○Ａ
「
中
世
宗
像
社
領
に
関
す
る
一
考
察
‐
別
符
方
・
宮
方
の
相
違
を
中
心
に
‐
」（『
九
州
中
世
史
研
究
』
第
三
輯 

一
九
八
二
） 

○Ｂ
「
中
世
宗
像
社
の
神
事
と
宗
像
大
宮
司
の
社
領
支
配
」（『
神
道
宗
教
』
二
二
二
・
二
二
三
号 

二
〇
一
一
） 

８ 
 

金
沢
正
大
「
筑
前
国
宗
像
神
社
大
宮
司
職
補
任
と
庄
園
領
主
を
め
ぐ
る
諸
問
題
‐
社
家
と
本
所
、
と
り
わ
け
三
浦
氏
と
の
関
連
に
於
て
‐
（
上
）（
下
）」 

（
政
治
経
済
史
学 

一
四
〇
・
一
四
一 

一
九
七
八
） 

９ 
 

中
村
翼
「
鎌
倉
中
期
に
お
け
る
筑
前
国
宗
像
社
の
再
編
と
宗
像
氏
業
」（『
九
州
史
学
』
第
一
六
五
号 

二
〇
一
三
） 

１
０ 

 

桑
田
和
明

○Ａ
『
戦
国
時
代
の
筑
前
国
宗
像
氏
』（
花
乱
社 
二
〇
一
六
） 

○Ｂ
『
中
世
筑
前
国
宗
像
氏
と
宗
像
社
』（
岩
田
書
院 

中
世
史
研
究
史
叢
書
三 

二
〇
〇
三
） 

１
１ 

 

本
論
で
は
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
は
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
及
び
『
福
岡
縣
宗
像
郡
誌
』
中
巻
（
名
著
出
版 

一
九
七
二
）
を
用
い
る 

１
２ 

 

六
十
一
代
大
宮
司
時
の
名
は
氏
顕
、
六
十
三
代
還
補
の
際
に
氏
信
に
改
名 

１
３ 

 

「
宗
像
氏
國
讓
状
案
」
五
八
‐
一 

承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
七
月
十
八
日 
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

１
４ 

 

氏
國
は
三
十
六
代
・
三
十
八
代
・
四
十
代
・
四
十
二
代
と
四
度
の
大
宮
司
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る 

１
５ 

 

權
大
宮
司
は
次
期
大
宮
司
と
な
る
職 

１
６ 

『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
（
宗
像
神
社
復
興
期
生
会 

一
九
六
六
） 

１
７ 
 

「
宗
像
長
氏
證
文
注
進
状
案
」
一
七
七 

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
六
月
十
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 
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・
長
氏
は
第
四
十
八
代
大
宮
司 

 
  

野
木
雄
大
「
鎮
西
に
お
け
る
御
家
人
制
の
受
容
‐
宗
像
大
宮
司
職
相
伝
の
正
当
性
の
確
立
‐
」（『
九
州
史
学
』
一
七
五 

二
〇
一
六
） 

野
木
氏
は
、「
長
氏
注
進
状
」
の
意
図
は
、
氏
國
か
ら
氏
業
へ
の
相
伝
の
正
当
性
と
氏
業
の
大
宮
司
職
相
伝
の
「
事
実
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。 

１
８ 

 

前
掲
７

○Ａ 
 

１
９ 

 

前
掲
６ 

２
０ 

 

「
関
東
御
教
書
」
五
一
‐
四 

健
保
五
年
（
一
二
一
七
）
七
月
二
十
四
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

２
１ 

 

「
関
東
下
知
状
」
六
四
‐
一 

貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
七
月
二
十
七
日 

（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

２
２ 

「
宗
像
宮
社
務
次
第
乙
本
」
で
は
「
四
十
一
大
友
判
官
能
直
息
氏
能
、
建
保
四
年
丙
子
入
部
、
治
一
年
」
と
あ
り
、
職
を
追
わ
れ
た
氏
國
の
代
わ
り
に
氏
能
が
大

宮
司
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

２
３ 

 

同
日
氏
國
宛
と
し
て
御
教
書
が
出
さ
れ
、
大
宮
司
の
還
補
が
下
さ
れ
た 

２
４ 

 

『
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
』
二
四
一 
年
月
未
詳 

五
八
四
頁
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

『
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
』
（
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
本
編 

宗
像
大
社
復
興
期
成
会 

二
〇
〇
九
）
に
詳
細
な
る
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
 

加
瀬
直
弥
「
中
世
宗
像
社
に
見
る
大
宮
司
と
神
事
の
関
わ
り
」（『
神
道
古
典
研
究
所
紀
要
』
第
十
号 

二
〇
〇
四
） 

加
瀬
氏
は
、
大
宮
司
と
鎮
座
地
の
関
連
の
深
さ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
と
し
、
鎮
座
し
た
の
が
大
宮
司
の
土
地
で
あ
る
こ
と
、
宗
像
神
を
奉
斎
す
る
こ
と
で
大

宮
司
の
相
伝
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

２
５ 

 

「
宗
像
氏
業
所
職
讓
状
案
」
一
〇
五
‐
一 

建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
二
月
十
四
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

２
６ 

 

建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
八
月
三
日
「
関
東
御
教
書
」
で
は
、「
筑
前
國
御
家
人
氏
業
申
宗
像
大
宮
司
社
務
事
」
と
あ
り
、
御
家
人
と
し
て
の
奉
公
が
求
め
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

２
７ 

 

前
掲
９ 

２
８ 

 

「
應
永
社
家
文
書
目
録
」
五
五 

応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
四
月
十
四
日 

五
十
三
頁 

（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編 
第
二
巻 

中
世Ⅱ

 

宗
像
市 

一
九
九
六 

以
後
、『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
と
略
） 

○

6
7

（
通
し
番
号
）
「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」 

全
文
及
び
解
説
が
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
二
巻
本
編
（
宗
像
大
社
復
興
期
成
会 

一
九
九
九
）
に
お
い
て
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

２
９ 

 

前
掲
６ 

３
０ 

「
宗
像
軍
記
」（
『
続
軍
書
類
従
』
第
二
十
三
輯
上 

合
戦
部
） 

 
 

 
 

実
際
に
氏
俊
が
氏
正
か
ら
社
務
職
並
別
符
方
宮
方
検
断
公
文
職
を
譲
ら
れ
る
の
は
正
平
十
年
（
一
三
五
五
）
十
一
月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
時
期
的
な
異
同
は

あ
る
。 
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「
應
永
社
家
文
書
惣
目
録
」
三
九
七
‐
一
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
一
） 

３
１ 

 
氏
弘
は
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
閏
六
月
大
宮
司
職
に
就
き
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
五
月
二
日
、
一
七
歳
で
死
去
。
氏
正
は
文
安
三
年
か
ら
長
禄
二
年
ま

で
大
宮
司
と
し
て
在
任
し
二
十
八
歳
で
逝
去
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」 

 
 

 

松
尾
弘
毅
「
中
世
後
期
宗
像
氏
の
朝
鮮
通
行
と
大
宮
司
継
承
」
（
『
九
州
史
学
』
一
七
九
号 

二
〇
一
八
） 

 
 
 

こ
の
時
期
、
宗
像
氏
が
継
続
的
に
朝
鮮
通
行
を
行
え
な
か
っ
た
原
因
を
筑
前
で
の
大
内
氏
と
少
弐
氏
の
対
立
と
大
宮
司
氏
弘
及
び
氏
正
の
夭
逝
な
ど
を
挙
げ
て

い
る 

３
２ 

第
四
章 

四
九
四
頁
（
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻 

古
代
・
中
世
・
近
世 

宗
像
市 

一
九
九
九
、
以
後
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
二
と
略
） 

３
３ 

『
歴
代
鎮
西
志
』
一
六
〇
‐
一 

『
宗
像
軍
記
』
一
六
〇
‐
六 

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
二
月
二
十
六
日 

大
内
政
弘
の
家
臣
陶
弘
護
、
大
内
教
幸
を
破
る
。
宗
像
氏
、
陶
氏
に
属
し
大
内
教
幸
・
少
弐
嘉
頼
と
戦
う
、
と

伝
え
る
と
題
し
、『
歴
代
鎮
西
志
』
で
は
文
明
元
年
項
に
「
至
筥
崎
将
攻
少
弐
、
宗
像
、
山
鹿
、
麻
生
、
千
手
、
秋
月
来
従
而
可
三
万
」
と
あ
り
、
ま
た
『
宗

像
軍
記
』
に
お
い
て
も
当
該
箇
所
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、「
宗
像
大
宮
司
氏
弘
ノ
事
附
リ
大
内
入
道
南
栄
、
少
弐
教
頼
ト
蜂
起
ノ
事
」
と
あ
る
。
し
か
し
第

六
十
六
代
大
宮
司
氏
弘
は
、「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
五
月
七
日
に
逝
去
と
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
検
討
を
要
す
る

だ
ろ
う
。 

３
４ 

「
看
聞
日
記
」
九
十
一 

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
七
月
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

３
５ 

 

「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
（
乙
本
）
一
七
二
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
九
月
十
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

３
６ 

 

前
掲
３
５
「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
乙
本
で
は
、
氏
定
の
宗
像
入
社
を
九
月
十
八
日
と
し
て
い
る
。 

３
７ 

 

第
四
章 

四
九
六
頁
（
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
二
） 

 
 
 

文
明
十
年
八
月
に
政
弘
は
豊
前
へ
渡
海
し
た
と
し
、
こ
れ
は
氏
定
が
宗
像
に
入
社
し
た
時
期
と
重
な
る
。 

３
８ 

「
大
内
政
弘
書
状
写
」
一
八
六 

年
未
詳
五
月
四
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

３
９ 

 

「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
は
、
興
氏
に
つ
い
て
「
文
明
十
五
癸
卯
年
従
親
父
氏
定
、
請
社
務
職
并
社
領
武
領
等
譲
、
雖
然
未
任
社
務
職
、
後
土
御
門
院
御

宇
長
享
元
年
丁
未
年
十
一
月
三
日
補
任
、
大
内
義
興
、
賜
諱
字
、
号
興
氏
」
と
あ
る
。 

 

４
０ 

『
宗
像
神
社
史
』
下
巻 

四
八
〇
頁
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会 

一
九
六
六
） 

 
 

『
宗
像
記
追
考
』
二
二
一
‐
二 

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 

第
六
十
九
代
氏
國
が
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
第
七
十
二
代
大
宮
司
と
し
て
還
補
さ
れ
た
際
に
氏
佐
と
改
名
し
た
。「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」 

４
１

「
麻
生
興
春
書
状
」
二
二
三 

年
未
詳
七
月
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 

宗
像
一
家
之
事
、
氏
佐
・
弘
清
不
請 

上
意
、
於
背
競

（
有
ヵ
）

望
者
、
弘
胤

（
問
田
）

息
宗
像
方
為
一
味
、
某
事
可
申
談
之
旨
、 

猶
以
一
筆
可
進
之
由
、
従
弘
胤
被
申
候
通
承
候
、
無
余
儀
得
其
心
候
、
既
先
書
以
神
明
申
候
間
、
重
而
雖
不 
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及
一
筆
候
、
此
度
之
事
、
入
眼
候
上
者
、
諸
篇
可
任
彼
儀
之
由
存
候
之
条
、
重
疊
令
啓
候
、
旨
趣
可
預
御
伝 

達
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 

 
七
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興
春

（
麻
生
）

（
花
押
） 

杉
小
次
郎

（

興

宣

）

殿
御
宿
所 

傍
線
部
で
い
う
「
上
意
」
は
、
大
内
義
興
の
意
向
で
あ
り
、
氏
佐
と
興
氏
と
が
大
宮
司
職
を
「
競
望
」
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

４
２ 

「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
甲
本
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編 

四
十
九 

宗
像 

神
道
大
系
編
纂
会 

一
九
七
九
） 

４
３ 

 

正
氏
は
元
々
、「
政
氏
」
で
あ
っ
た
が
、「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
で
は
「
大
内
政
弘
依
為
孫
、
始
號
政
氏
、
雖
然
政
之
字
遠
慮
、
後
改
正
之
字
」
と
し
、
政

弘
の
「
政
」
を
使
う
こ
と
を
遠
慮
し
た
。 

４
４ 

 

明
応
の
変
に
よ
り
将
軍
職
を
追
わ
れ
た
義
稙
が
、
大
内
氏
の
庇
護
を
求
め
下
向
し
て
い
た
。 

４
５ 

 

『
宗
像
記
』
三
二
二
‐
三
・
『
宗
像
記
追
考
』
三
二
二
‐
四
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

４
６ 

 

「
問
田
興
之
書
状
」
二
四
五 

永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
五
月
二
十
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

・
「
問
田
興
之
書
状
」
一
四
一
（
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
一
巻 

本
編 

宗
像
大
社
復
興
期
成
会 

一
九
九
二
） 

 

 
 

 
 

こ
の
文
書
の
解
説
と
し
て
、「
京
都
殊
謐
之
條
、
御
歸
國
可
為
近
々
候
歟
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
内
義
興
の
在
京
時
期
で
あ
る
永
正
十
五
年
八
月
ま
で
で
あ
る

こ
と
と
か
ら
、
年
代
を
比
定
し
て
い
る
。 

４
７ 

 

前
掲
１
０

○Ａ 

４
８ 

「
大
内
氏
奉
行
人
連
署
書
状
」
（
断
簡
）
二
一
四 

年
未
詳
十
一
月
二
十
三
日
（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
一
巻
） 

 

 
 

  

宛
名
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
宗
像
大
宮
司
家
の
家
臣
た
ち
と
し
て
い
る 

４
９ 

『
神
道
大
系
』
神
社
編 

四
十
九 

宗
像 

神
道
大
系
編
纂
会 
一
九
七
九 

５
０ 

 

「
大
内
義
興
書
状
」
二
五
六
‐
一 

大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
ヵ
八
月
二
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

５
１ 

 

第
四
章 

五
〇
六
頁
（
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
二
） 

５
２ 

 

前
掲
１
０

○Ａ 

５
３ 

 

正
氏
「
天
文
元
年
壬
辰
年
大
友
左
衛
門
督
義
鎭
、
龍
造
寺
山
城
守
隆
信
、
攻
入
筑
前
國
之
時
、
隆
尚 

為
防
為
、
暫
歸
宗
像
再
任
」 

氏
続
「
天
文
元
壬
辰
年
大
友
義
鎭
筑
前
討
入
、
味
方
之
端
城
圍
許
斐
嶽
、
城
主
許
斐
安
藝
守
氏
章
堅
護
守
之
、
氏
續
氏
男
不
日
後
詰
防
戦
、
敵
方
遂
退
散
、
雖
然

大
友
重
味
方
之
領
地
働
、
又
肥
前
龍
造
寺
筑
前
乱
入
、
氏
續
毎
度
挑
戦
有
功
、
天
文
二
癸
巳
年
隆
尚
再
任
辞
職
」 
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と
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
そ
れ
ぞ
れ
に
筑
前
へ
の
侵
攻
へ
の
対
応
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

５
４ 

「
河
津
伝
記
」
二
七
二
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

５
５ 

 

「
宗
像
氏
続
感
状
」
二
九
三 

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
閏
十
月
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

５
６  

第
四
章 
五
〇
四
頁
（
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
二
） 

５
７ 

「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
二
九
四
‐
一
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 
 
 

同
五
丙

（

天

文

）

申
年
氏
続
之
嫡
男
氏
男
為
猶
子
、
譲
社
務
職
并
所
領
等
、
其
身
再
赴
防
州
、
于
時
治
三
年
也
、 

５
８ 

 

「
黒
川
隆
尚
書
状
」
三
一
八 

天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
ヵ
四
月
二
十
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

５
９ 

「
房
顕
覚
書
」
三
〇
二
‐
一 

天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
正
月
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
０ 

「
黒
川
隆
尚
感
状
写
」
三
〇
七 

天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
ヵ
正
月
十
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
１ 

「
黒
川
隆
尚
書
状
」
四
（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻 

宗
像
大
社
復
興
期
成
会 

二
〇
〇
九
）
※
前
掲
５
８
同
史
料 

こ
の
「
一
統
」
に
よ
っ
て
氏
男
が
、
神
社
と
神
領
の
経
営
に
関
わ
る
社
役
と
家
臣
団
を
編
成
し
上
級
権
力
に
軍
役
を
果
た
す
武
士
団
の
長
と
し
て
の
側
面
に
関

わ
る
武
役
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
。 

 

６
２ 

「
許
斐
家
先
祖
代
々
文
書
目
録
写
」
三
〇
五 

天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
七
月
十
九
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
３ 

 

氏
男
「
天
文
二
十
辛
亥
年
八
月
六
日
氏
男
辞
職
、
赴
防
州
山
口
、
治
十
五
年
也
、
其
後
養
父
隆
尚
跡 

続
領
防
州
黒
川
郷
、
并
守
宗
像
之
武
領
、
顕
武
名
」
と
「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
に
あ
る
。 

 
 
 

「
治
十
五
年
也
」
と
あ
る
が
、
こ
の
数
字
が
正
し
い
と
す
れ
ば
氏
男
が
大
宮
司
職
に
就
い
た
の
は
天
文
五
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
并
守
宗
像
之
武
領
、

顕
武
名
」
と
す
る
の
は
、
宗
像
の
地
を
離
れ
る
た
め
に
再
び
社
役
と
武
役
を
別
け
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。 

６
４ 

「
黒
川
隆
尚
書
状
」
三
一
九 

天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
閏
七
月
十
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
５ 

「
宗
像
氏
重
臣
連
署
奉
書
」
三
四
二
‐
一 

天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
十
月
二
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
６ 

『
宗
像
記
』
三
四
二
‐
五
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 

○イ
「
宗
像
記
第
二 

菊
姫
御
前
并
御
母
君
被
殺
給
ふ
事
」
○ロ
「
宗
像
記
第
三 

四
郎
殿
御
家
督
之
事
」 

 
 

「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
で
は
鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
に
つ
い
て
、
「
天
文
廿
辛
亥
年
八
月
氏
男
為
養
子
、
請
社
務
職
并
所
領
等
之
譲
、
同
廿
一
壬
子
年
二
月
三
日

補
任
、
移
白
山
本
城
、
于
時
十
六
歳
也
、
○
同
年
九
月
十
一
日
本
姓
改
宗
像
」
と
あ
り
、
鍋
寿
丸
が
氏
男
の
養
子
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
宗
像
で
の
入
部
は
容
易
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

６
７ 

『
宗
像
記
追
考
』
（
本
書
第
三 

四
郎
殿
御
家
督
之
事
）
三
四
二
‐
七
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
８ 

「
大
内
晴
英
（
義
長
）
書
状
」
三
四
八
‐
一 

天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
ヵ
九
月
十
一
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

６
９ 

「
宗
像
氏
重
臣
連
署
奉
書
写
」
三
五
二
‐
一 

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
三
月
二
十
六
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 

こ
の
氏
続
・
千
代
松
父
子
殺
害
に
つ
い
て
、
「
宗
像
記
」
・
「
宗
像
追
記
考
」
な
ど
諸
史
類
が
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
に
所
収
（
史
料
番
号
三
五
二
）
。 
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７
０ 
「
弘
中
隆
兼
書
状
」
三
五
三
‐
一 

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
十
一
月
四
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 
 
 

弘
中
氏
は
周
防
岩
国
の
白
崎
八
幡
宮
の
大
宮
司
を
務
め
る
一
族
で
あ
っ
た
。
隆
兼
が
厳
島
合
戦
に
て
、
陶
晴
賢
と
共
に
戦
死
し
た
の
で
弘
中
家
と
し
て
の
最

期
の
大
宮
司
と
な
っ
た
。 

７
１ 

『
宗
像
追
記
考
』
三
六
一
‐
三 

 
 

「
宗
像
氏
重
臣
連
署
奉
書
」
三
六
一
‐
二 

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
七
月
十
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 

 

去
天
文
廿
三
年
四
月
、
於
石
州
津
和
野
喜
十
口
要
害
執
相
之
時
、
被
疵
左矢

手疵

之
由
、 

粉
骨
神
妙
之
趣
、
能
々
相
心
得
可
申
旨
候
、
恐
々
謹
言
、 

  
 
 
 

二弘

 治

七
月
十
三
日 

 
 

尚
秀

（
寺
内
）

（
花
押
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
秀
時

（
吉
田
）

（
花
押
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
備

（
許
斐
）

（
花
押
） 

 
 
 
 
 

石
松
兵
部
丞

（

典 

宗

）

殿 

７
２ 

「
大
友
家
加
判
衆
連
署
書
状
」
三
七
九
‐
一 
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
六
月
五
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

７
３ 

「
大
友
義
鎮
書
状
写
」
三
八
五 

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
ヵ
六
月
二
十
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

７
４ 

「
宗
像
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
」
五
八
三
‐
一 

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
六
月
朔
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 

・
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
火
事
と
な
っ
た
辺
津
宮
第
一
宮
が
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
造
営
さ
れ
た
際
の
造
営
置
札
に
な
る
。
そ
の
文
末
に
は
、「
社

家
御
長
久
之
御
懇
祈
云
、
宝
殿
御
造
立
之
御
功
力
云
、 
神
明
之
擁
護
、
曽
無
疑
者
也
、
五
拾
箇
年
以
来
諸
社
之
置
札
等
、
或
紛
失
、
或
混
乱
之
条
、
為
後
証

可
書
顕
明
細
之
由
、 

依
仰
置
札
如
件
」
と
あ
り
、
氏
貞
の
宗
像
入
部
以
来
の
宗
像
の
動
向
が
後
証
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

７
５ 

「
訂
正
宗
像
大
宮
司
系
譜
」
『
福
岡
縣
宗
像
郡
誌
』
中
巻
（
名
著
出
版 

一
九
七
二
） 

７
６ 

「
宗
像
氏
貞
手
負
注
文
」
四
一
四
‐
一 

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
三
月
二
十
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

７
７ 

前
掲
１
０

○Ａ 

７
８ 

「
宗
像
氏
貞
感
状
写
」
四
三
八
‐
一 

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
四
月
二
十
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 
 

こ
の
宗
像
勢
の
活
躍
に
、
毛
利
元
就
・
隆
元
父
子
は
連
署
を
以
て
、
主
立
っ
た
宗
像
家
臣
等
に
感
状
を
送
っ
て
い
る
。 

７
９ 

「
聖
護
院
道
増
書
状
」
四
六
〇 

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
ヵ
八
月
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

８
０ 

 

本
論
第
一
章
第
一
節
参
照 

８
１ 
 

こ
の
と
き
、
大
友
氏
と
尼
子
氏
は
毛
利
氏
を
包
囲
す
る
共
同
戦
線
を
張
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
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８
２ 
「
毛
利
元
就
書
状
写
」
四
六
三
‐
一 

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
七
月
二
十
八
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

８
３ 

 
「
宗
像
氏
貞
書
状
写
」
四
六
二
‐
二 

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
ヵ
二
月
六
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

８
４ 

「
大
友
宗
麟
書
状
」
四
七
九
‐
一 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
ヵ
三
月
十
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

  
 

・
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
二
巻
で
は
、
こ
の
書
状
を
永
禄
十
年
の
も
の
と
比
定
し
て
い
る
。 

８
５ 

「
大
友
宗
麟
書
状
」
四
七
九
‐
二 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
ヵ
三
月
十
三
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

８
６ 

「
宗
像
氏
貞
感
状
写
」
四
九
二
‐
一 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
十
月
二
十
五
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

８
７ 

『
宗
像
記
追
考
』
五
二
〇
‐
一
〇 

六
百
八
頁
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 

豊
後
ノ
陣
ヨ
リ
和
睦
ノ
ア
ツ
カ
ヒ
ヲ
カ
ケ
ラ
ル
、
臼
杵
、
戸
次
、
吉
弘
三
将
ノ
使
ニ
ハ
、
坂
本
新
右
衛
門
、
堤
九
郎
右
衛
門
両
人
ナ
リ
、
岳
山
ノ
御
使
ハ
、
石
松

対
馬
、
実
相
院
益
心
、
度
々
往
返
シ
テ
、
此
噯
ヲ
調
ン
ト
ス
、（
略
）
氏
貞
卿
此
三
箇
条
ト
モ
ニ
、
曽
テ
御
同
意
無
之
ナ
リ
、
其
時
三
老
重
テ
申
サ
ル
ル
ハ
、
然

ラ
バ
唯
今
陣
所
ノ
左
右
ニ
有
之
若
宮
、
西
郷
ノ
両
所
、
御
預
ケ
被
成
ノ
由
ヲ
、
宗
麟
ヘ
申
聞
セ
候
ハ
ン
ノ
条
、（
略
）
詮
方
ナ
ク
御
同
意
マ
シ
〳
〵
テ
、
御
和
睦

相
調
フ 

８
８ 

「
宗
像
宮
年
中
御
神
米
立
用
田
数
注
文
」
四
四
一 

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
六
月
朔
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

８
９ 

 

前
掲
７
２ 

９
０ 

 

前
掲
７
２ 

９
１ 

 

鞍
手
郡
室
木
二
宮
「
棟
札
写
」
四
七
八
・
六
御
前
社
「
棟
札
銘
写
」
五
五
八
・
若
宮
八
幡
「
棟
札
写
」
六
〇
六
‐
一
（
い
ず
れ
も
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

９
２ 

 

「
神
道
八
箇
条
之
内
吉
田
流
、
付
遷
宮
事
」
・
「
神
道
榊
葉
之
大
事
」
・
「
伊
勢
大
神
宮
日
参
大
事
」
・
「
三
種
神
祇
幷
祝
詞
大
事
」
・
「
御
即
位
大
事
」 

 
 
 

五
六
六
・
五
六
七
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

９
３ 

 

「
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
」
五
八
三
‐
一 

天
正
六
年
六
月
朔
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

９
４ 

「
万
里
小
路
惟
房
書
状
写
」 

四
八
〇
‐
一 

 

「
宗
像
氏
貞
書
状
写
」
四
八
〇
‐
二 

 
 

（
い
ず
れ
も
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

 
 
 

「
被
任
中
納
言
、
清
氏
今
氏
貞
迄
八
十
八
代
□
社
務
職
候
、
中
台
迄
者
令
天
秦
官
位
連
続
候
処
」
と
あ
り
、
大
宮
司
家
始
祖
の
清
氏
が
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
、

代
々
社
務
職
は
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。 

９
５ 

 

前
掲
１
０

○Ａ 

９
６ 

「
宗
像
氏
貞
書
状
」
六
一
八 

年
未
詳
十
月
二
十
四
日
（
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
二
） 

９
７ 

『
福
岡
縣
宗
像
郡
誌
』
下
巻
（
名
著
出
版 

一
九
七
二
） 

 

※ 

史
料
に
お
け
る
傍
線
は
論
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
。 


